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四半期報告書提出予定日 2018年11月13日 配当支払開始予定日 2018年12月６日


四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有


四半期決算説明会開催の有無 ：有 (　アナリスト・機関投資家向け )
　


(百万円未満四捨五入)


１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日）


（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)


売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益


百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％


2019年３月期第２四半期 145,766 1.6 8,572 15.0 9,423 17.6 5,565 28.6


2018年３月期第２四半期 143,434 4.7 7,456 39.3 8,010 49.0 4,328 2.9
(注) 包括利益 2019年３月期第２四半期 7,566百万円( △3.8％) 2018年３月期第２四半期 7,867百万円( －％)
　


１株当たり
四半期純利益


潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益


円 銭 円 銭


2019年３月期第２四半期 54.16 －


2018年３月期第２四半期 42.12 －
　


　


（２）連結財政状態


総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産


百万円 百万円 ％ 円 銭


2019年３月期第２四半期 383,158 288,593 67.0 2,496.56


2018年３月期 378,864 283,719 66.5 2,450.71
(参考) 自己資本 2019年３月期第２四半期 256,524百万円 2018年３月期 251,814百万円
　


　


　


２．配当の状況


年間配当金


第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計


円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭


2018年３月期 － 18.00 － 20.00 38.00


2019年３月期 － 22.00


2019年３月期(予想) － 22.00 44.00


(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　


　


３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）


(％表示は、対前期増減率)


売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益


１株当たり
当期純利益


百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭


通期 301,700 3.4 18,000 10.5 19,600 13.9 11,600 24.0 112.89
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項


（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無


　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)


新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　


　


（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　


　


（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示


① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無


② ①以外の会計方針の変更 ： 有


③ 会計上の見積りの変更 ： 無


④ 修正再表示 ： 無
　


詳細はP11「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変
更）」をご覧ください。


　


（４）発行済株式数（普通株式）


① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期２Ｑ 102,758,690株 2018年３月期 102,758,690株


② 期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 7,520株 2018年３月期 6,963株


③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 102,751,432株 2018年３月期２Ｑ 102,752,936株
　


　


※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です


※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
　と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
　の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
・その他、業績予想に関する事項は、四半期決算短信【添付資料】P4「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)
　連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報


（１）経営成績に関する説明


当社グループは、2018年４月からスタートした第六次中期計画において、“「食で健康」クオリティ企業への変


革”をハウス食品グループのめざす姿と位置づけ、企業市民として果たすべき「３つの責任」（お客様に対して、


社員とその家族に対して、社会に対して）の全てにおいて、クオリティ企業への変革に向けた取組を推進しており


ます。


・「３つの責任」重点取組テーマ


お客様に対して
国内成熟市場におけるイノベーションの創出と海外成長市場における事業展開の加速
（バリューチェーン革新、R&D変革、海外事業の成長拡大と事業基盤の強化）


社員とその家族に対
して


ダイバーシティの実現
（働き方変革の実行、多彩な人材の獲得と活躍できる場づくり）


社会に対して
当社グループが考えるCSR(Creating Smiles & Relationships)活動を通じた循環型モデ
ルの構築と健康長寿社会の実現


当第２四半期連結累計期間の売上高は、香辛・調味加工食品事業、海外食品事業の伸長などにより、1,457億66百


万円、前年同期比1.6％の増収となりました。


営業利益は、増収効果や広告宣伝費等のマーケティングコストの減少により、85億72百万円、前年同期比15.0％


の増益となりました。経常利益は94億23百万円、前年同期比17.6％の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は


55億65百万円、前年同期比28.6％の増益となりました。


セグメント別の業績の概況（セグメント間取引消去前）は、次のとおりであります。


事業の種類別 売上高
営業利益


（セグメント利益又は損失(△)）


セグメント 金額（百万円） 前年同期比（％） 金額（百万円） 前年同期比（％）


香辛・調味加工食品事業 67,909 101.5 5,539 116.1


健康食品事業 16,966 99.1 1,104 131.4


海外食品事業 12,233 114.0 1,668 117.8


外食事業 25,739 99.7 △142 －


その他食品関連事業 30,757 100.6 1,190 123.2


小計 153,603 101.6 9,359 117.7


調整（消去） △7,837 － △788 －


合計 145,766 101.6 8,572 115.0


(注) １．調整（消去）の内容は、セグメントに配分していない損益およびセグメント間取引に係る相殺消去であり


ます。


＜香辛・調味加工食品事業＞


ハウス食品㈱は、「食の外部化」等の影響もありルウカレーが微減収となる一方、レトルトカレーは販売を伸


ばしました。スナックは、前年同期の反動から減収となりましたが、新製品の市場浸透が進んだデザート、およ


びラーメンは前年を上回りました。


また、前第３四半期連結会計期間よりマロニー㈱を連結業績に組み入れたことも売上を押し上げる要因となり


ました。


以上の結果、香辛・調味加工食品事業の売上高は679億９百万円、前年同期比1.5％の増収、営業利益は55億39


百万円、前年同期比16.1％の増益となりました。結果、売上高営業利益率は8.2％となり、前年同期より1.0pt向


上いたしました。
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＜健康食品事業＞


機能性スパイス事業は、主力ブランド「ウコンの力」がお客様の飲酒シーンが多様化する中で依然厳しい販売


環境が続きました。


ビタミン事業は、「Ｃ１０００」シリーズの瓶飲料が苦戦し前年を下回りましたが、ゼリー飲料が牽引する


「１日分のビタミン」が伸長し、全体では販売を伸ばしました。


また、本年８月より当社グループ独自技術による「まもり高める乳酸菌L-137 」を配合した製品シリーズの販


売を開始しております。


以上の結果、健康食品事業の売上高は169億66百万円、前年同期比0.9％の減収、営業利益はマーケティングコ


ストの効果的運用を徹底したことにより、11億４百万円、前年同期比31.4％の増益となりました。結果、売上高


営業利益率は6.5％となり、前年同期より1.6pt向上いたしました。


＜海外食品事業＞


米国豆腐事業は、アジア系市場の安定成長に加え、米系市場や業務用市場でも着実に拡大いたしましたが、労


務費や物流費の増加影響から増収減益となりました。


中国カレー事業は、特に業務用製品において新規顧客の開拓が奏功したことから販売を伸ばし、増収増益とな


りました。


タイにおける機能性飲料事業は、「C-vitt」がCVS等で好調に推移したことから増収増益となりました。


以上の結果、海外食品事業の売上高は122億33百万円、前年同期比14.0％の増収、営業利益は16億68百万円、前


年同期比17.8％の増益となりました。結果、売上高営業利益率は13.6％となり、前年同期より0.4pt向上いたしま


した。


＜外食事業＞


㈱壱番屋は、売上高は底堅い推移となりましたが、製造コストの上昇や直営店の人件費増などから営業減益と


なりました。直営店とフランチャイズ店を合算した国内店舗の売上状況は、全店ベースで前年同期比1.3％増、既


存店ベースで同1.1％増となりました。なお、当第２四半期連結会計期間末における店舗数は、国内1,303店舗、


海外163店舗となりました。


以上の結果、外食事業の売上高は257億39百万円、前年同期比0.3％の減収、営業利益は㈱壱番屋を連結対象子


会社とした際に発生したのれんや無形固定資産の償却負担から、１億42百万円の損失（前年同期は営業損失39百


万円）となりました。結果、売上高営業利益率は△0.6％となり、前年同期より0.4pt減少いたしました。


＜その他食品関連事業＞


運送・倉庫事業を営むハウス物流サービス㈱は、食品企業による共同取組「Ｆ－ＬＩＮＥ」の全国展開を見据


え、事業最適化に向けた取組を進めております。


コンビニエンスストア向けの総菜等製造事業を営む㈱デリカシェフは、開発力強化と生産性改善に注力してお


ります。


農産物・食品等の輸出入および販売を営む㈱ヴォークス・トレーディングは、引き続き高品質原料のソリュー


ション提案の強化に取り組んでおります。


以上の結果、その他食品関連事業の売上高は307億57百万円、前年同期比0.6％の増収、営業利益は11億90百万


円、前年同期比23.2％の増益となりました。結果、売上高営業利益率は3.9％となり、前年同期より0.7pt向上い


たしました。
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（２）財政状態に関する説明


当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。


なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半


期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値


で前連結会計年度との比較・分析を行っております。


総資産は、3,831億58百万円となり、前連結会計年度末に比べて42億94百万円の増加となりました。


流動資産は、現金及び預金や有価証券が減少した一方で、受取手形及び売掛金や商品及び製品が増加したことな


どから、17億72百万円増加の1,430億17百万円となりました。固定資産は、のれん、機械装置及び運搬具が減少した


一方で、投資有価証券および建設仮勘定が増加したことなどから、25億22百万円増加の2,401億40百万円となりまし


た。


負債は、945億65百万円となり、前連結会計年度末に比べて5億80百万円の減少となりました。


流動負債は、支払手形及び買掛金が増加した一方で、未払金や未払法人税等が減少したことなどから、13億94百


万円減少の552億54百万円となりました。固定負債は、繰延税金負債が増加したことなどから、8億14百万円増加の


393億11百万円となりました。


純資産は、為替換算調整勘定が減少した一方で、保有する投資有価証券の時価上昇によりその他有価証券評価差


額金が増加したことや、親会社株主に帰属する四半期純利益により利益剰余金が増加したことなどから、前連結会


計年度末に比べて48億74百万円増加の2,885億93百万円となりました。


この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は67.0％（前連結会計年度末は66.5％）、１株当たり純


資産は2,496円56銭（前連結会計年度末は2,450円71銭）となりました。


　


（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明


連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間における業績の進捗状況および最近の経営環境などを


ふまえ、2018年５月10日に公表いたしました2019年３月期通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。


2019年３月期通期連結業績予想の修正（2018年４月１日～2019年３月31日）


売上高 営業利益 経常利益


親会社株主に


帰属する当期


純利益


１株当たり


当期純利益


百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭


前回発表予想（Ａ） 301,300 17,000 18,000 10,000 97.32


今回修正予想（Ｂ） 301,700 18,000 19,600 11,600 112.89


増減額（Ｂ－Ａ） 400 1,000 1,600 1,600 －


増減率（％） 0.1 5.9 8.9 16.0 －


（ご参考）前期実績


（2018年３月期）
291,897 16,288 17,207 9,353 91.02


(注) １．上記の予想は、本資料発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績・結果は


予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記


（１）四半期連結貸借対照表


(単位：百万円)


前連結会計年度
(2018年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)


資産の部


流動資産


現金及び預金 60,630 59,041


受取手形及び売掛金 48,575 51,856


有価証券 8,654 7,668


商品及び製品 10,828 11,494


仕掛品 1,963 1,848


原材料及び貯蔵品 4,740 4,803


その他 6,049 6,444


貸倒引当金 △194 △137


流動資産合計 141,245 143,017


固定資産


有形固定資産


建物及び構築物（純額） 30,211 29,805


機械装置及び運搬具（純額） 12,794 11,973


土地 32,322 32,272


リース資産（純額） 3,554 3,352


建設仮勘定 2,428 4,429


その他（純額） 1,872 1,921


有形固定資産合計 83,182 83,751


無形固定資産


のれん 9,400 7,690


商標権 25,296 24,977


ソフトウエア 1,701 1,502


契約関連無形資産 26,820 26,337


ソフトウエア仮勘定 164 248


その他 1,059 1,013


無形固定資産合計 64,441 61,767


投資その他の資産


投資有価証券 76,841 80,610


長期貸付金 349 340


繰延税金資産 2,008 1,993


長期預金 1,000 1,000


退職給付に係る資産 3,981 4,317


破産更生債権等 712 707


その他 6,009 6,552


貸倒引当金 △903 △897


投資その他の資産合計 89,996 94,623


固定資産合計 237,619 240,140


資産合計 378,864 383,158
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(単位：百万円)


前連結会計年度
(2018年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)


負債の部


流動負債


支払手形及び買掛金 20,877 22,449


電子記録債務 1,465 1,469


短期借入金 5,858 6,361


1年内償還予定の社債 26 26


リース債務 620 585


未払金 16,601 13,828


未払法人税等 4,331 3,674


賞与引当金 409 442


役員賞与引当金 95 51


株主優待引当金 90 93


その他の引当金 15 －


資産除去債務 4 9


その他 6,256 6,267


流動負債合計 56,648 55,254


固定負債


社債 52 39


長期借入金 573 463


リース債務 3,018 2,853


長期未払金 254 217


繰延税金負債 26,570 27,242


役員退職慰労引当金 296 306


債務保証損失引当金 2 2


退職給付に係る負債 1,728 1,753


資産除去債務 843 835


長期預り保証金 4,643 5,043


その他 517 556


固定負債合計 38,496 39,311


負債合計 95,145 94,565


純資産の部


株主資本


資本金 9,948 9,948


資本剰余金 23,107 23,107


利益剰余金 188,258 191,768


自己株式 △17 △20


株主資本合計 221,296 224,804


その他の包括利益累計額


その他有価証券評価差額金 25,614 27,545


繰延ヘッジ損益 △5 39


為替換算調整勘定 1,763 1,033


退職給付に係る調整累計額 3,147 3,103


その他の包括利益累計額合計 30,518 31,720


非支配株主持分 31,905 32,069


純資産合計 283,719 288,593


負債純資産合計 378,864 383,158
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書


第２四半期連結累計期間


(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


売上高 143,434 145,766


売上原価 80,039 81,217


売上総利益 63,395 64,549


販売費及び一般管理費 55,939 55,978


営業利益 7,456 8,572


営業外収益


受取利息 172 152


受取配当金 350 360


持分法による投資利益 35 24


受取家賃 386 382


為替差益 － 235


その他 100 173


営業外収益合計 1,043 1,325


営業外費用


支払利息 43 40


賃貸費用 317 307


為替差損 74 －


その他 54 127


営業外費用合計 489 474


経常利益 8,010 9,423


特別利益


固定資産売却益 7 3


投資有価証券売却益 － 376


受取補償金 － 37


店舗売却益 90 84


負ののれん発生益 57 －


その他 6 4


特別利益合計 160 504


特別損失


固定資産売却損 0 5


固定資産除却損 63 75


投資有価証券売却損 0 －


投資有価証券評価損 － 2


会員権評価損 0 －


減損損失 362 241


その他 15 9


特別損失合計 440 331


税金等調整前四半期純利益 7,730 9,595


法人税等 2,797 3,291


四半期純利益 4,933 6,305


（内訳）


親会社株主に帰属する四半期純利益 4,328 5,565


非支配株主に帰属する四半期純利益 605 740
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


その他の包括利益


その他有価証券評価差額金 3,270 2,062


繰延ヘッジ損益 △80 43


為替換算調整勘定 △496 △800


退職給付に係る調整額 231 △37


持分法適用会社に対する持分相当額 9 △6


その他の包括利益合計 2,934 1,262


四半期包括利益 7,867 7,566


（内訳）


親会社株主に係る四半期包括利益 7,223 6,767


非支配株主に係る四半期包括利益 644 799


決算短信（宝印刷） 2018年10月29日 17時51分 10ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）


ハウス食品グループ本社㈱(2810)　2019年3月期 第2四半期決算短信


- 8 -







（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書


(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


営業活動によるキャッシュ・フロー


税金等調整前四半期純利益 7,730 9,595


減価償却費 4,442 4,443


のれん償却額 1,789 1,710


減損損失 362 241


持分法による投資損益（△は益） △35 △24


負ののれん発生益 △57 －


投資有価証券評価損益（△は益） － 2


会員権評価損 0 －


貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △63


役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 10


役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23 △44


株主優待引当金の増減額（△は減少） 3 3


債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △1 △0


その他の引当金の増減額（△は減少） △26 △15


退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 144 △364


受取利息及び受取配当金 △522 △512


支払利息 43 40


為替差損益（△は益） △14 △162


投資有価証券売却損益（△は益） 0 △376


固定資産売却損益（△は益） △7 2


固定資産除却損 63 75


店舗売却損益（△は益） △90 △84


売上債権の増減額（△は増加） △4,025 △3,383


たな卸資産の増減額（△は増加） △1,489 △679


仕入債務の増減額（△は減少） 2,475 1,576


未払賞与の増減額（△は減少） 82 25


その他の資産の増減額（△は増加） 115 △848


その他の負債の増減額（△は減少） 222 △729


小計 11,168 10,438


利息及び配当金の受取額 521 540


利息の支払額 △47 △42


法人税等の支払額 △2,626 △4,153


営業活動によるキャッシュ・フロー 9,017 6,784


決算短信（宝印刷） 2018年10月29日 17時51分 11ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）


ハウス食品グループ本社㈱(2810)　2019年3月期 第2四半期決算短信


- 9 -







(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


投資活動によるキャッシュ・フロー


定期預金の預入による支出 △678 △404


定期預金の払戻による収入 2,443 355


有価証券の取得による支出 △3,188 △1,000


有価証券の売却による収入 6,024 4,400


有形固定資産の取得による支出 △4,582 △4,858


有形固定資産の売却による収入 7 7


店舗売却による収入 298 195


無形固定資産の取得による支出 △250 △427


投資有価証券の取得による支出 △1,565 △4,632


投資有価証券の売却による収入 300 670


会員権の売却による収入 0 －


出資金の回収による収入 － 3


連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出


△1,266 －


子会社の清算による収入 1 －


投資活動によるキャッシュ・フロー △2,456 △5,693


財務活動によるキャッシュ・フロー


短期借入れによる収入 33,230 31,974


短期借入金の返済による支出 △32,754 △31,507


リース債務の返済による支出 △428 △343


長期借入金の返済による支出 △170 △50


社債の償還による支出 － △13


自己株式の取得による支出 △2 △2


子会社の自己株式の取得による支出 △0 －


配当金の支払額 △1,747 △2,055


非支配株主への配当金の支払額 △303 △635


財務活動によるキャッシュ・フロー △2,175 △2,631


現金及び現金同等物に係る換算差額 △173 △157


現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,213 △1,698


現金及び現金同等物の期首残高 55,594 60,202


現金及び現金同等物の四半期末残高 59,807 58,504
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項


（継続企業の前提に関する注記）


該当事項はありません。


（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）


該当事項はありません。


（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）


（税金費用の計算）


当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調


整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。


　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税金等調


整前四半期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を使用する方法によって


おります。


　なお、「法人税、住民税及び事業税」および「法人税等調整額」を「法人税等」として一括掲記しておりま


す。


（会計方針の変更）


（在外子会社等の収益および費用の本邦通貨への換算方法の変更）


在外子会社等の収益および費用は、従来、当該在外子会社等の決算日の直物為替相場により円貨に換算してお


りましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。当社グ


ループは海外売上高の拡大・グローバル展開を推進しており、在外子会社等における海外売上高の重要性が今後


さらに増加することが見込まれるため、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を緩和し、在外子会社


等の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるため、在外子会社等の収益および費用を期中平均相場により円


貨に換算する方法が合理的であると判断したためであります。


なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。
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（セグメント情報等）


Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）


１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報


(単位：百万円)


報告セグメント


その他 合計
調整額
(注)１


四半期
連結


財務諸表
計上額
(注)２


香辛・
調味加工
食品事業


健康食品
事業


海外食品
事業


外食事業
その他
食品


関連事業
計


売上高


外部顧客への売上高 64,846 17,024 10,648 25,805 25,085 143,407 － 143,407 27 143,434


セグメント間の内部
売上高又は振替高


2,060 102 80 4 5,491 7,737 － 7,737 △7,737 －


計 66,906 17,127 10,727 25,808 30,576 151,144 － 151,144 △7,710 143,434


セグメント利益又は
損失（△）


4,770 840 1,416 △39 966 7,953 － 7,953 △497 7,456


(注) １．調整額の内容は以下のとおりであります。


(1) 外部顧客への売上高は、主に当社において計上した不動産賃貸収益であります。


(2) セグメント利益又は損失（△）には、事業セグメントに配分していない当社およびハウスビジネスパート


ナーズ㈱の損益△497百万円、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。


２. セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。


２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報


(固定資産に係る重要な減損損失)


当第２四半期連結累計期間において、店舗資産および賃貸資産等の収益性の低下に伴う減損損失を、「外食


事業」のセグメントにおいて、362百万円計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）


１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報


(単位：百万円)


報告セグメント


その他 合計
調整額
(注)１


四半期
連結


財務諸表
計上額
(注)２


香辛・
調味加工
食品事業


健康食品
事業


海外食品
事業


外食事業
その他
食品


関連事業
計


売上高


外部顧客への売上高 65,841 16,836 12,186 25,730 25,151 145,745 － 145,745 21 145,766


セグメント間の内部
売上高又は振替高


2,067 130 46 8 5,606 7,858 － 7,858 △7,858 －


計 67,909 16,966 12,233 25,739 30,757 153,603 － 153,603 △7,837 145,766


セグメント利益又は
損失（△）


5,539 1,104 1,668 △142 1,190 9,359 － 9,359 △788 8,572


(注) １．調整額の内容は以下のとおりであります。


(1) 外部顧客への売上高は、主に当社において計上した不動産賃貸収益であります。


(2) セグメント利益又は損失（△）には、事業セグメントに配分していない当社およびハウスビジネスパート


ナーズ㈱の損益△787百万円、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。


２. セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。


２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報


(固定資産に係る重要な減損損失)


当第２四半期連結累計期間において、店舗資産および賃貸資産等の収益性の低下に伴う減損損失を、「外食


事業」のセグメントにおいて、241百万円計上しております。


（追加情報）


　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）


「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結


会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の


区分に表示しております。


決算短信（宝印刷） 2018年10月29日 17時51分 15ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）
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３．補足情報


（１）業績の状況


《連　結》 （単位：百万円）


金　額 前期比 金　額 前期比 金　額 前期比 金　額 前期比


143,434 104.7% 145,766 101.6% 291,897 102.8% 301,700 103.4%


7,456 139.3% 8,572 115.0% 16,288 132.3% 18,000 110.5%


8,010 149.0% 9,423 117.6% 17,207 123.3% 19,600 113.9%


4,328 102.9% 5,565 128.6% 9,353 107.7% 11,600 124.0%


7,867 1165.1% 7,566 96.2% 21,547 191.6% － －


《事業セグメント別売上高の状況》


金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比


香 辛 ・ 調 味 加 工 食 品 事 業 66,906 46.7% 67,909 46.6% 139,937 48.0% 143,200 47.5%


健 康 食 品 事 業 17,127 11.9% 16,966 11.6% 31,599 10.8% 32,000 10.6%


海 外 食 品 事 業 10,727 7.5% 12,233 8.4% 22,855 7.8% 26,300 8.7%


外 食 事 業 25,808 18.0% 25,739 17.7% 51,974 17.8% 53,100 17.6%


そ の 他 食 品 関 連 事 業 30,576 21.3% 30,757 21.1% 61,024 20.9% 62,900 20.8%


調 整 額 △ 7,710 △ 5.4% △ 7,837 △ 5.4% △ 15,492 △ 5.3% △ 15,800 △ 5.2%


《事業セグメント別営業利益の状況》


金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比


香 辛 ・ 調 味 加 工 食 品 事 業 4,770 64.0% 5,539 64.6% 12,081 74.2% 13,000 72.2%


健 康 食 品 事 業 840 11.2% 1,104 12.9% 907 5.6% 1,500 8.3%


海 外 食 品 事 業 1,416 19.0% 1,668 19.5% 2,847 17.5% 3,400 18.9%


外 食 事 業 △ 39 △ 0.5% △ 142 △ 1.7% △ 406 △ 2.5% △ 300 △ 1.7%


そ の 他 食 品 関 連 事 業 966 13.0% 1,190 13.9% 1,865 11.4% 2,000 11.1%


調 整 額 △ 497 △ 6.7% △ 788 △ 9.2% △ 1,008 △ 6.2% △ 1,600 △ 8.9%


営 業 利 益


売 上 高


18.3期第2四半期


包 括 利 益


19.3期第2四半期 18.3期　通期
19.3期


通期修正目標


売 上 高


営 業 利 益


経 常 利 益
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益
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（２）グループ会社数


（単位：百万円）


金　額 前期比 金　額 前期比 前期比


63,065 100.6% 5,175 117.9% 3,775 117.9%


16,966 99.1% 1,103 130.9% 853 124.1%


6,654 107.3% 600 96.1% 433 108.3%


24,801 100.4% 2,361 94.6% 1,590 95.1%


※連結対象期間　ハウスフーズアメリカ社：2018年1月～6月　㈱壱番屋：2018年3月～8月


（３）連結損益計算書の状況


① 連結損益計算書 （単位：百万円）


金額 百分比 金額 百分比 増減率


143,434 100.0% 145,766 100.0% 2,332 1.6%


《事業セグメント別》


香辛・調味加工食品事業 66,906 46.7% 67,909 46.6% 1,003 1.5%


健康食品事業 17,127 11.9% 16,966 11.6% △ 160 △ 0.9%


海外食品事業 10,727 7.5% 12,233 8.4% 1,505 14.0%


外食事業 25,808 18.0% 25,739 17.7% △ 69 △ 0.3%


その他食品関連事業 30,576 21.3% 30,757 21.1% 181 0.6%


調整額 △ 7,710 △ 5.4% △ 7,837 △ 5.4% △ 127 －


80,039 55.8% 81,217 55.7% 1,178 1.5%


販売費・一般管理費 55,939 39.0% 55,978 38.4% 39 0.1%


広告宣伝費 4,783 3.3% 4,516 3.1% △ 266 △ 5.6%


運送費及び保管費 4,974 3.5% 5,115 3.5% 141 2.8%


販売手数料 1,213 0.8% 806 0.6% △ 406 △ 33.5%


販売促進費 15,384 10.7% 15,966 11.0% 582 3.8%


人件費 14,599 10.2% 14,704 10.1% 105 0.7%


研究開発費 1,921 1.3% 2,015 1.4% 94 4.9%


のれん償却額 1,789 1.2% 1,710 1.2% △ 79 △ 4.4%


7,456 5.2% 8,572 5.9% 1,116 15.0%


営業外収益 1,043 0.7% 1,325 0.9% 281 27.0%


営業外費用 489 0.3% 474 0.3% △ 15 △ 3.1%


8,010 5.6% 9,423 6.5% 1,413 17.6%


特別利益 160 0.1% 504 0.3% 344 214.9%


特別損失 440 0.3% 331 0.2% △ 109 △ 24.8%


税金等調整前四半期純利益 7,730 5.4% 9,595 6.6% 1,865 24.1%


法人税等 2,797 1.9% 3,291 2.3% 494 17.7%


四半期純利益 4,933 3.4% 6,305 4.3% 1,371 27.8%
（内訳） 0 －


4,328 3.0% 5,565 3.8% 1,237 28.6%


605 0.4% 740 0.5% 135 22.3%


7,867 5.5% 7,566 5.2% △ 301 △ 3.8%


金　額
四半期純利益


金額


対前期増減


2 社 


2 社 


18.3期


37 社 


14 社 


23 社 


4 社 


18.3期第2四半期 19.3期第2四半期


連結子会社数 38 社 37 社 


国　　　　内 15 社 14 社 


海　　　　外 23 社 23 社 


持分法適用関連会社 4 社 4 社 


国　　　　内 2 社 2 社 


海　　　　外 2 社 2 社 


《19.3期第2四半期主要子会社実績》


売上高 営業利益


営業利益


ハウス食品㈱


ハウスウェルネスフーズ㈱


ハウスフーズアメリカ社（連結）


18.3期第2四半期 19.3期第2四半期


㈱壱番屋（連結）


売上高


売上原価


四半期包括利益


経常利益


親会社株主に帰属する四半期純利益


非支配株主に帰属する四半期純利益
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② 営業利益の主な増減要因（前年同期比較） （単位：百万円）


売上総利益の増加 1,155


運送費及び保管費の増加 △ 141


研究開発費の増加 △ 94


マーケティングコスト（広告宣伝費・販売手数料・販売促進費の合計）の減少 90


その他費用の減少 106


③ 営業外損益の主な増減内容 （単位：百万円）


18.3期第2四半期 19.3期第2四半期 対前年同期増減


受取利息・有価証券利息 172 152 △ 21 


受取配当金 350 360 10 


持分法による投資利益 35 24 △ 11 
為替差益 － 235 235 
受取家賃 386 382 △ 4 


その他 100 173 73 


営業外収益計 1,043 1,325 281 


支払利息 43 40 △ 3 


為替差損 74 － △ 74 


賃貸費用 317 307 △ 11 


その他 54 127 73 


営業外費用計 489 474 △ 15 


④ 特別損益の主な増減内容 （単位：百万円）


18.3期第2四半期 19.3期第2四半期 対前年同期増減


固定資産売却益 7 3 △ 4 


投資有価証券売却益 － 376 376 


負ののれん発生益 57 － △ 57 


店舗売却益 90 84 △ 6 


受取補償金 － 37 37 


その他 6 4 △ 2 


特別利益計 160 504 344 


固定資産売却損 0 5 4 


固定資産除却損 63 75 11 


投資有価証券売却損 0 － △ 0 


会員権評価損 0 － △ 0 


減損損失 362 241 △ 121 


その他 15 11 △ 3 


特別損失計 440 331 △ 109 
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（４）連結貸借対照表の状況


《連結貸借対照表の主な増減内容》 （単位：百万円）


金額 構成比 金額 構成比 金額


流動資産 141,245 37.3% 143,017 37.3% 1,772 3,281
商品及び製品の増加 666


△ 1,589


△ 985


固定資産 237,619 62.7% 240,140 62.7% 2,522 3,770


建設仮勘定の増加 2,001


△ 1,710


△ 821


資産合計 378,864 100.0% 383,158 100.0% 4,294 


流動負債 56,648 14.9% 55,254 14.4% △ 1,394 △ 2,773


△ 657


1,573


固定負債 38,496 10.2% 39,311 10.3% 814 672


負債合計 95,145 25.1% 94,565 24.7% △ 580 


221,296 58.4% 224,804 58.7% 3,508 3,510


30,518 8.1% 31,720 8.3% 1,202 1,931


△ 729


非支配株主持分 31,905 8.4% 32,069 8.4% 164 


純資産合計　 283,719 74.9% 288,593 75.3% 4,874 


378,864 100.0% 383,158 100.0% 4,294 


（５）連結キャッシュ・フローの状況
《連結キャッシュ・フローの主な増減内容》 （単位：百万円）


対前年同期
増減


△ 1,527


△ 963


△ 951


△ 899


△ 507


1,865


△ 3,067


△ 2,088


1,266


△ 1,255


△ 332


△ 308


1,247


仕入債務の増減額


負債純資産合計


18.3期末
19.3期


第2四半期末
対前期末
増減 主な増減内容


株主資本合計


受取手形及び売掛金の増加


その他の包括利益
累計額合計


△ 2,233 


主な増減内容


有価証券の減少


現金及び預金の減少


機械装置及び運搬具の減少


18.3期第2四半期
累計期間


19.3期第2四半期
累計期間


営業活動による
キャッシュ・フロー 9,017 6,784 


非支配株主への配当金の支払


親会社による配当金の支払


投資活動による
キャッシュ・フロー △ 2,456 △ 5,693 △ 3,237 


財務活動による
キャッシュ・フロー △ 2,175 △ 2,631 △ 456 


定期預金の払戻による収入


投資有価証券の取得による支出


短期借入れによる収入


短期借入金の返済による支出


現金及び現金同等物
四半期末残高 59,807 58,504 △ 1,302 


退職給付に係る負債の増減額


連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出


のれんの減少


投資有価証券の増加


未払金の減少


未払法人税等の減少


支払手形及び買掛金の増加


繰延税金負債の増加


利益剰余金の増加


為替換算調整勘定の減少


その他有価証券評価差額金の増加


税金等調整前四半期純利益


その他の負債の増減額


その他の資産の増減額


法人税等の支払額


ハウス食品グループ本社㈱(2810)　2019年3月期 第2四半期決算短信


- 17 -







（６）設備投資の状況


《連　結》 （単位：百万円）


設 備 投 資 3,210 4,634


リ ー ス 362 288


合　　　計 3,572 4,922


（７）減価償却費の状況


《連　結》 （単位：百万円）


減 価 償 却 費 4,442 4,443


支 払 リ ー ス 料 160 184


合　　　計 4,602 4,627


※売買取引に係る方法に準じて資産計上を行っているリース物件の支払リース料相当は「減価償却費」に含めております。


（８）主要経営指標等


《連　結》


一株当たり四半期（当期）純利益


一 株 当 た り 純 資 産


総 資 本 回 転 率


売 上 高 営 業 利 益 率


売 上 高 経 常 利 益 率


総 資 産 経 常 利 益 率


自 己 資 本 当 期 純 利 益 率


自 己 資 本 比 率


流 動 比 率


固 定 比 率


負 債 比 率


一 株 当 た り 配 当 金


配 当 性 向


利益配分の基本方針に基づく
配 当 性 向
◎利益配分の基本方針：
　企業結合に伴い発生する特別損益やのれん償却の影響を除く連結配当性向30％以上


従 業 員 数


◎休職者・パートを含みません。


6,275 人 


22.00 円 


31.1 ％ 


0.80 回 


249.3 ％ 


94.4 ％ 


37.8 ％ 


66.5 ％ 


38.00 円 


30.4 ％ 


6,273 人 


258.8 ％ 


93.6 ％ 


36.9 ％ 


67.0 ％ 


－


18.3期
第2四半期


19.3期
第2四半期


18.3期
第2四半期


19.3期
第2四半期


18.3期19.3期第2四半期


40.6 ％ 41.7 ％ 


91.02 円 


2,450.71 円 


3.8 ％ 


4.7 ％ 


5.9 ％ 


54.16 円 


2,496.56 円 


－


－


6.5 ％ 


5.9 ％ 5.6 ％ 
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（９）通期目標


《連結》 （単位：百万円）


18.3期 19.3期 修正目標 対前期増減


《事業セグメント別》


香辛・調味加工食品事業 139,937 143,200 3,263


健康食品事業 31,599 32,000 401


海外食品事業 22,855 26,300 3,445


外食事業 51,974 53,100 1,126


その他食品関連事業 61,024 62,900 1,876


調整額 △ 15,492 △ 15,800 △ 308


291,897 301,700 9,803


《事業セグメント別》


香辛・調味加工食品事業 12,081 13,000 919


健康食品事業 907 1,500 593


海外食品事業 2,847 3,400 553


外食事業 △ 406 △ 300 106


その他食品関連事業 1,865 2,000 135


調整額 △ 1,008 △ 1,600 △ 592


16,288 18,000 1,712


17,207 19,600 2,393


9,353 11,600 2,247


21,547 - -


《連結設備投資》 （単位：百万円）


18.3期 19.3期 修正目標


10,215 12,000


484 1,000


10,699 13,000


《連結減価償却費》 （単位：百万円）


18.3期 19.3期 修正目標


9,126 9,000


330 300


9,456 9,300


《配当金》 （単位：百万円）


18.3期 19.3期 修正目標


38.00 円 44.00 円 


41.7 ％ 39.0 ％ 


30.4 ％ 30.1 ％ 


◎利益配分の基本方針：
　企業結合に伴い発生する特別損益やのれん償却の影響を除く連結配当性向３０％以上


経常利益


親会社株主に帰属する当期純利益


売上高


営業利益


配 当 金
（ １ 株 当 た り ）


配 当 性 向


利益配分の基本方針に基づく
配 当 性 向


包括利益


減  価  償  却  費


支  払  リ  ー  ス  料


合      計


設  備  投  資


リ  ー  ス


合      計
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（10）参考情報


① 国内市場規模（ハウス食品調べ） （単位：億円）


2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度


ルウカレー 499 485 519 503 474


ルウシチュー 188 181 187 180 181


ルウハヤシ 62 61 65 63 61


レトルトカレー 512 508 516 539 559


スパイストータル 669 674 691 703 715


② ルウカレー市場動向（ＳＲＩ）


１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 上期 下期 通期


平均売価 189 円 190 円 189 円


前年差 △ 1 円 △ 1 円 △ 1 円


平均売価 192 円 191 円 192 円


前年差 ＋ 0 円 △ 1 円 △ 1 円


金額シェア 62.1 ％ 61.9 ％ 62.0 ％


出典：(株)インテージＳＲＩ月次データ（2018.4 - 2018.9）


③ 主要カテゴリー別売上高前年比（出荷金額ベース）の状況


１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 上期 下期 通期


香辛・調味加工食品事業


99.0 ％ 99.2 ％ 99.1 ％


98.7 ％ 109.5 ％ 104.1 ％


107.9 ％ 88.8 ％ 93.6 ％


99.4 ％ 104.2 ％ 101.6 ％


99.3 ％ 101.4 ％ 100.3 ％


健康食品事業


89.1 ％ 85.1 ％ 87.0 ％


90.2 ％ 100.3 ％ 95.3 ％


133.1 ％ 135.2 ％ 134.2 ％


2019.3期


2019.3期


マーケット


全　体


ハウス食品


Ｃ１０００


１日分のビタミン


ルウカレー計


レトルトカレー計


ルウシチュー計


ルウハヤシ計


スパイス計


ウコンの力
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ハウス⾷品グループの理念体系と中期計画／第六次中期計画／事業展開／
主な秋冬向け新製品・バラエティ製品


◇ 19.3期 第2四半期業績報告 P. 3 〜 14


◇ 19.3期 通期計画 P. 15 〜 19
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19.3期
第2四半期業績報告


・前期に引き続き国内事業の収益⼒を強化、海外重点３エリアも堅調で
上期営業最⾼益を記録


・ハウス独⾃の乳酸菌「Ｌ-137」の本格事業化に着⼿


・中間配当を４円増配（１株当たり22円）
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19.3期上期
単位：億円 実績 売上⽐ 対前年(%)


売 上 ⾼ 1,458 － +23 +1.6％


営 業 利 益 86 5.9% +11 +15.0％


経 常 利 益 94 6.5% +14 +17.6％
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 56 3.8% +12 +28.6％


Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ※1 147 10.1% +10 +7.6％
※1 EBITDA ＝ 営業利益（のれん償却前）＋減価償却費


15.3期
上期


16.3期
上期


17.3期
上期


18.3期
上期


19.3期
上期


19.3期第２四半期 連結業績


売上⾼


営業利益


EBITDA


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画
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売上⾼ 営業利益
19.3期上期 19.3期上期


単位：億円 実績 対前年(%) 実績 ROS 対前年(%)


合計 1,458 +23 +1.6％ 86 5.9% +11 +15.0％


⾹⾟・調味加⼯⾷品事業 679 +10 +1.5％ 55 8.2% +8 +16.1％


健康⾷品事業 170 ▲2 ▲0.9％ 11 6.5% +3 +31.4％


海外⾷品事業 122 +15 +14.0％ 17 13.6% +3 +17.8％
外⾷事業 257 ▲1 ▲0.3％ ▲1 ▲0.6% ▲1 －
(壱番屋のれん等償却額除く) 24 9.2％ ▲1 ▲4.2％
その他⾷品関連事業 308 +2 +0.6％ 12 3.9% +2 +23.2％


調整（消去） ▲78 ▲1 － ▲8 － ▲3 －


⽇本 1,276 +4 +0.4％


⽶国 73 +6 +8.6％


東アジア 72 +6 +9.2％


東南アジア 31 +7 +26.6％


その他 5 +0 +9.6％


19.3期第２四半期 セグメント別業績


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


参考：エリア別売上⾼


海外売上⾼構成⽐：12.4％（前年同期+1.1Pt）
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香辛・調味加工食品事業


単位：億円
19.3期上期


実績 対前年(%)


売上⾼ 679 +10 +1.5％


営業利益 55 +8 +16.1％


ROS 8.2% +1.0Pt


◆主な売上⾼内訳
ハウス⾷品㈱ 631 +4 +0.6％


ルウカレー 183 ▲2 ▲0.9％


ルウシチュー 44 ▲3 ▲6.4％
スパイス 96 +0 +0.3％


レトルトカレー 81 +3 +4.1％
ラーメン 30 +2 +5.6％


業務⽤ 87 +0 +0.4％


㈱ギャバン 50 ▲1 ▲2.4％
マロニー㈱ 8 +8 －


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


◆営業利益増減要因


18.3期上期 19.3期上期


48


55
原価率
変動
+2


売上⾼
変動
+2


ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ｺｽﾄ
+4


⼈件費他
+1


ギャバン
マロニー
関連会社


▲0


◇ハウス⾷品㈱
・家庭内⾷の変化に対する打ち⼿が奏功


ルウカレー ：発売50周年の「ジャワカレー」を中⼼に主⼒品に集中、縮⼩幅を抑制
レトルトカレー：複数パック「プロクオリティ」や「選ばれし⼈気店」シリーズが貢献


・ラーメン、デザート製品で新製品の市場浸透が進む
・広告宣伝費の効果的運⽤に加え、増収効果や原料相場の安定が寄与
◇㈱ギャバン
・タイ バンコクに営業拠点を開設、アセアンエリアでの活動を強化
◇マロニー社の新規連結効果が増収に寄与（前期３Qより連結組み込み）


主な売上⾼明細は、ファクトデータ「5.セグメント別 主な売上⾼推移」にも記載


増益要因 減益要因
（単位：億円）







Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved. 7


健康食品事業


単位：億円
19.3期上期


実績 対前年(%)


売上⾼ 170 ▲2 ▲0.9％


営業利益 11 +3 +31.4％


ROS 6.5% +1.6Pt


◆主な売上⾼内訳
ウコンの⼒ 43 ▲6 ▲13.0％


Ｃ１０００ 60 ▲3 ▲4.7％


１⽇分のビタミン 26 +7 +34.2％


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


◇機能性スパイス事業
・「ウコンの⼒」は厳しい販売環境が継続（マーケット環境の厳しさ、飲酒対策市場の競合影響）


◇ビタミン事業
・「C1000」PET製品、「１⽇分のビタミン」ゼリー製品が伸⻑
・ビタミン事業トータルでコストコントロールを徹底


◇乳酸菌事業
・ハウス独⾃の乳酸菌「L-137」の本格事業展開をスタート


18.3期上期 19.3期上期


8


11


原価率変動
+1


売上⾼変動
▲1


ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ｺｽﾄ
+2


⼈件費他
+1


◆営業利益増減要因 増益要因 減益要因
（単位：億円）
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◇⽶国⾖腐事業
・⽶系マーケットや業務⽤での販売が好調、拡⼤基調が継続
・増収効果があるも、労務費や物流費の増加により減益
◇中国カレー事業
・消費環境が⼤きく変化する中でも堅調に推移


家庭⽤：価格改定による販売単価上昇効果が寄与
業務⽤：新規顧客開拓が順調に進む


◇タイ機能性飲料事業
・モダントレードを中⼼に引き続き好調
・⽣産体制を増強、数量ベースで上期50百万本を達成
＜為替影響＞売上⾼：▲１億円(⽶国▲２億円・中国1億円・タイ１億円） 営業利益：0億円


海外食品事業


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


単位：億円
19.3期上期 現地通貨


実績 対前年(%) 前年⽐


売上⾼ 122 +15 +14.0％ +14.6％


営業利益 17 +3 +17.8％ +17.0％


ROS 13.6% +0.4Pt


◆主な売上⾼内訳
⽶国事業 59 +4 +7.6％ +11.0％


⾖腐事業 54 +3 +6.7％ +10.2％


中国事業 29 +5 +20.6％ +16.9％


アセアン事業 15 +4 +30.9％ +26.8％


タイ 14 +4 +32.1％ +27.4％


18.3期上期 19.3期上期


14


17
中国事業


+1


⽶国事業
▲1


アセアン事業
+1


貿易他
+1


◆営業利益増減要因 増益要因 減益要因
（単位：億円）
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外食事業


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


◇国内


・客数微減も、トッピング数の増加やエリア毎の価格改定により単価上昇
・働き⽅改⾰や店舗アルバイトの時給アップ等により⼈件費が上昇
◇海外
・中国、台湾での不採算店整理に区切り、韓国でFC店の新規出店が進む
・ベトナム１号店をホーチミン市にオープン
＜為替影響＞売上⾼：▲0億円


単位：億円
19.3期上期


実績 対前年(%)


売上⾼ 257 ▲1 ▲0.3％


営業利益 ▲1 ▲1 －
ROS ▲0.6% ▲0.4Pt


(のれん等償却額除く) 24 ▲1 ▲4.2％


ROS 9.2% ▲0.4Pt


◆主な売上⾼内訳
壱番屋（連結） 248 +1 +0.4％


壱番屋（単体） 222 +1 +0.3％


海外 26 +0 +0.8％


18.3期上期 19.3期上期


▲0


▲１


壱番屋（単体）
▲1


海外他
+0


ベトナム１号店
オープニングセレモニー


売上⾼推移（対前年同期）
全店 既存店


売上⾼ 売上⾼ 客数 客単価
+1.3％ +1.1％ ▲0.4％ +1.6％


◆営業利益増減要因 増益要因 減益要因
（単位：億円）
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その他食品関連事業


単位：億円
19.3期上期


実績 対前年(%)


売上⾼ 308 +2 +0.6％


営業利益 12 +2 +23.2％


ROS 3.9% +0.7Pt


◆主な売上⾼内訳


ハウス物流サービス 103 ▲10 ▲9.1％


デリカシェフ 89 +6 +6.8％


ヴォークス・
トレーディング 112 +7 +6.2％


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


◇ハウス物流サービス
・来春に予定するF-LINEへの事業移管に向けて事業の最適化に注⼒


◇デリカシェフ
・提案⼒を強化しトップライン伸⻑も、⼈件費の増加と相殺


◇ヴォークス・トレーディング
・ソリューション提案を強化し、冷凍果実、スパイス類が好調に推移
・のれんの償却完了により利益底上げ


18.3期上期 19.3期上期


10


12


ﾊｳｽ物流
ｻ-ﾋﾞｽ
▲0


ｳﾞｫｰｸｽ･
ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ


＋2


ﾃﾞﾘｶｼｪﾌ
▲0


◆営業利益増減要因 増益要因 減益要因
（単位：億円）


冷凍果実
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19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


◆事業セグメント別 前年同期増減要因
(単位：億円)


増減額
⾹⾟･調味加⼯⾷品事業計 ＋7.7億円
・売上⾼変動 +2
・原価率変動 +2
・マーケティングコスト +4
・⼈件費、その他経費 +1
・ギャバン、マロニー、関連会社 ▲0
健康⾷品事業計 +2.6億円
・売上⾼変動 ▲1
・原価率変動 +1
・マーケティングコスト +2
・⼈件費、その他経費 +1
海外⾷品事業計 ＋2.5億円
・⽶国事業 ▲1
・中国事業 +1
・アセアン事業 +1
・貿易他 +1
外⾷事業計 ▲1.0億円
・壱番屋（単体） ▲1
・壱番屋（海外）他 +0
その他⾷品関連事業計 ＋2.2億円
・ハウス物流サービス ▲0
・デリカシェフ ▲0
・ヴォークス・トレーディング +2
調整額 ▲2.9億円
連結営業利益増減 ＋11.2億円


健康⾷品
事業
+3


その他
⾷品関連事業


+2
海外⾷品


事業
＋3


18.3期
上期


75


19.3期
上期


86


外⾷事業
▲1


19.3期第２四半期 営業利益増減分析


調整額
▲3


⾹⾟・調味
加⼯⾷品事業


＋8
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乳酸菌事業 本格事業化


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


﹁
⾷
で
健
康
﹂
ク
オ
リ
テ
ィ
企
業
へ
の
変
⾰


【社会課題】
脱抗⽣物質


【社会課題】
健康寿命の


延伸


・機能性素材の販売(BtoBtoC)
・機能性⾷品・飲料の提供(BtoC)


六
次
中
計
最
終
年
度


売
上
⾼
⽬
標


70
億
円


・飼料販売(BtoB)


乳
酸
菌
Ｌ-


１
３
７


えび養殖
養鶏


・1994年 乳酸菌研究開始
・東南アジアの伝統的な発酵保存⾷から発⾒した菌株


Lactobacillus plantarum L-137
・加熱処理により、⾼い製品特性を維持
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国内 生産設備投資


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


131 
140 


129 
116 


138 
153 


13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期 18.3期


■ レトルトカレーの売上⾼推移（ハウス⾷品）
（単位：億円）


■ レトルトカレー市場推移（当社調べ）


13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期 18.3期


458 512 508 516 539 559


（単位：億円）


⾹⾟・調味加⼯⾷品事業


健康⾷品事業


◆ハウス⾷品関東⼯場にレトルトライン新設
（⽣産最適化GOT）


◆⼝栓付きパウチゼリー製品製造ライン新設
（⽣産能⼒増強）


・レトルト製品の⽣産能⼒増強、⽣産最適化
・投資⾦額：38億円
・稼働時期：2019年夏頃


・内製化による償却負担を上回るコスト削減を実現
・投資⾦額：13億円
・稼働時期：2019年秋頃
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業務⽤ 能⼒増強投資
 外⾷市場で⾖腐需要が拡⼤


（植物性プロテイン摂取）
 拡張投資に先⾏して能⼒増強を図る


 稼働時期 2019年夏頃
 投資⾦額 2億円


浙江⼯場 稼働開始（9⽉）
 最新鋭設備を導⼊（省⼈・⾼速化）
 華東（上海）・華南・華⻄の供給基地


として事業インフラを構築
（ルウ130億円体制）


 投資⾦額 42億円
（下期より償却発⽣）


LA⼯場 拡張投資
 現LA⼯場の隣地を取得（18.3期）
 ⽣産能⼒を0.9億丁→1.2億丁へ拡⼤
 ⾖腐⽣産供給体制の整備と⼤⾖新事業


創出を⽬指す


 稼働時期 2020年予定
 投資⾦額 60億円（⼟地含む）


海外 成長拡大と基盤強化


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


BtoB


BtoC


◆海外 業務⽤事業の強化（家庭⽤・業務⽤の両輪で成⻑）
＜⽶国事業＞ ＜中国事業＞


家庭⽤市場
拡⼤に伴う
新設投資


外⾷需要の
伸⻑に伴う
⽣産能⼒


増強


⼤連⼯場 ライン増設投資
 カレー喫⾷経験の拡⼤、消費環境の


変化に伴い業務⽤マーケットは拡⼤
 業務⽤ラインを増強


 稼働時期 2019年夏頃
 投資⾦額 4億円







15


19.3期
通期計画


・上期業績を踏まえ通期⽬標を上⽅修正、２期連続の営業最⾼益を⽬指す


・業績予想を踏まえ期末の配当予想を⾒直し、前期から２円増配
通期では前期から６円増配の４４円を⾒込む
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19.3期通期 19.3期下期


単位：億円 修正⽬標 売上⽐ 対前年(%) 対当初⽬標(%) 修正⽬標 売上⽐ 対前年(%)


売 上 ⾼ 3,017 － +98 +3.4％ +4 +0.1％ 1,559 － +75 +5.0％


営 業 利 益 180 6.0% +17 +10.5％ +10 +5.9％ 94 6.0% +6 +6.8％


経 常 利 益 196 6.5% +24 +13.9％ +16 +8.9％ 102 6.5% +10 +10.7％


親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 116 3.8% +22 +24.0％ +16 +16.0％ 60 3.9% +10 +20.1％


R O E 4.5％ － +0.7Pt +0.6Pt － － － －


Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ※1 304 10.1% +14 +4.9％ +10 +3.4％ 157 10.1% +4 +2.6％


※1 EBITDA ＝ 営業利益（のれん償却前）＋減価償却費


96 87 
108 123 


163 180 
148 146 


187 


252 
290 304 


2,326 2,314 2,419 


2,838 2,919 3,017 


0


50


100


150


200


250


300


350


1,000


1,500


2,000


2,500


3,000
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19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画
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売上⾼ 営業利益
19.3期通期 19.3期通期


単位：億円 修正⽬標 対前年(%) 対当初⽬標(%) 修正⽬標 ROS 対前年(%) 対当初⽬標(%)


合計 3,017 +98 +3.4％ +4 +0.1％ 180 6.0% +17 +10.5％ +10 +5.9％


⾹⾟・調味加⼯⾷品事業 1,432 +33 +2.3％ ▲8 ▲0.6％ 130 9.1% +9 +7.6％ +8 +6.6％


健康⾷品事業 320 +4 +1.3％ +5 +1.6％ 15 4.7% +6 +65.3％ +5 +50.0％


海外⾷品事業 263 +34 +15.1％ ▲5 ▲1.9％ 34 12.9% +6 +19.4％ +0 +0.0％


外⾷事業 531 +11 +2.2％ +0 +0.0％ ▲3 ▲0.6% +1 － +0 －
(壱番屋のれん等償却額除く) 47 8.9% +1 +2.3％ +0 +0.0％


その他⾷品関連事業 629 +19 +3.1％ +12 +1.9％ 20 3.2% +1 +7.2％ +0 +0.0％


調整（消去） ▲158 ▲3 － +0 － ▲16 － ▲6 － ▲3 －


19.3期通期 セグメント別修正目標


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


⾹⾟・調味加⼯⾷品事業
・レトルト製品を始め、「⾷の外部化」「個⾷化」に対応したブランド基盤の確⽴に注⼒


マーケットポジションを強化し、収益性改善に繋げる
・顧客接点拡⼤：カレーパン専⾨店「カレーパンノヒ」⽴ち上げ（11/14阪急うめだ本店）


健康⾷品事業 ・乳酸菌事業：BtoB（飼料）は国内外でアプローチを強化、BtoCは市場浸透に資源を集中
・ウコン事業：⼆⽇酔い対策への集中から脱却し、ウコンが持つ健康価値の提供領域拡⼤に挑戦


海外⾷品事業
・⽶国：⾖腐・⾖腐関連製品の価格改定によりコスト増を吸収
・中国：浙江⼯場のスムーズな稼働に注⼒。既存チャネルに加え、新業態・ECのアプローチ強化


９⽉、業務⽤ルウ製品の価格改定を実施
・タイ：⽣産体制増強によりトップライン成⻑を加速


外⾷事業 ・国内：タイアップ企画の強化やTVCM投⼊等、来店誘因を強化
・海外：ベトナムに続きロンドンへ出店を計画、エリア拡⼤に取り組む


その他⾷品関連事業 ・各社が地道な収益改善の取組を進める
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19.3期通期 セグメント別修正目標詳細


19.3期通期 主な
売上⾼内訳


19.3期通期
単位：億円 修正⽬標 対前年(%) 対当初⽬標(%) 修正⽬標 対前年(%) 対当初⽬標(%)


⾹⾟・調味
加⼯⾷品事業


売上⾼ 1,432 +33 +2.3％ ▲8 ▲0.6％ ハウス⾷品㈱ 1,320 +24 +1.8％ ▲5 ▲0.4％


営業利益 130 +9 +7.6％ +8 +6.6％ ルウカレー 365 ▲5 ▲1.4％ ▲1 ▲0.1％


ルウシチュー 129 ▲2 ▲1.2％ ▲4 ▲2.7％


スパイス 194 +7 +4.0％ ▲4 ▲2.0％


レトルトカレー 161 +9 +5.8％ ▲7 ▲3.9％


業務⽤ 177 +3 +1.9％ ▲2 ▲1.0％


㈱ギャバン 98 ▲2 ▲2.4％ ▲3 ▲2.8％


マロニー㈱ 32 +12 +58.6％ ▲0 ▲0.9％


健康⾷品事業 売上⾼ 320 +4 +1.3％ +5 +1.6％ ウコンの⼒ 97 ▲7 ▲6.8％ ▲0 ▲0.3％


営業利益 15 +6 +65.3％ +5 +50.0％ Ｃ１０００ 94 ▲8 ▲7.9％ +1 +0.9％


１⽇分のビタミン 47 +10 +26.0％ +5 +11.8％


乳酸菌 24 +21 +616.1％ ▲3 ▲10.7％


海外⾷品事業 売上⾼ 263 +34 +15.1％ ▲5 ▲1.9％ ⽶国事業 120 +7 +5.8％ ▲1 ▲0.5％


営業利益 34 +6 +19.4％ +0 +0.0％ 中国事業 62 +12 +23.2％ ▲3 ▲4.1％


アセアン事業 40 +14 +52.9％ ▲1 ▲2.7％


外⾷事業 売上⾼ 531 +11 +2.2％ +0 +0.0％ 壱番屋（連結） 513 +18 +3.6％ +0 +0.0％


営業利益 ▲3 +1 － +0 － 壱番屋（単体） 454 +11 +2.5％ +0 +0.0％


海外 59 +7 +13.0％ +0 +0.0％


その他
⾷品関連事業


売上⾼ 629 +19 +3.1％ +12 +1.9％ ハウス物流サービス 200 ▲17 ▲8.0％ ▲9 ▲4.4％


営業利益 20 +1 +7.2％ +0 +0.0％ デリカシェフ 175 +4 +2.5％ +3 +2.0％


ｳﾞｫｰｸｽ･ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 247 +32 +15.0％ +18 +7.8％


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


※主な売上⾼明細は、ファクトデータ「5.セグメント別 主な売上⾼推移」にも記載＜海外⾷品事業 通期為替影響（対前年）＞
売上⾼ ：▲7億円(⽶国▲5億円・中国▲1億円・タイ▲0億円）
営業利益：▲1億円
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◆下期事業セグメント別 増減要因（対前年） 単位：億円 上期実績 下期修正⽬標 通期修正⽬標
⾹⾟･調味加⼯⾷品事業計 +7.7億円 +1.5億円 +9.2億円
・売上⾼変動 +2 +8 +10
・原価率変動 +2 ▲4 ▲3
・マーケティングコスト +4 ▲1 +3
・⼈件費、その他経費 +1 ▲2 ▲2
・ギャバン、マロニー、関連会社 ▲0 +0 +0
健康⾷品事業計 +2.6億円 +3.3億円 +5.9億円
・売上⾼変動 ▲1 +3 +2
・原価率変動 +1 +1 +2
・マーケティングコスト +2 ▲0 +2
・⼈件費、その他経費 +1 ▲0 +0
海外⾷品事業計 +2.5億円 +3.0億円 +5.5億円
・⽶国事業 ▲1 +1 +0
・中国事業 +1 +1 +2
・アセアン事業 +1 +1 +2
・貿易他 +1 ▲0 +1
外⾷事業計 ▲1.0億円 +2.1億円 +1.1億円
・壱番屋（単体） ▲1 +1 ▲0
・壱番屋（海外）他 +0 +1 +1
その他⾷品関連事業計 +2.2億円 ▲0.9億円 +1.3億円
・ハウス物流サービス ▲0 ▲0 ▲1
・デリカシェフ ▲0 +1 +0
・ヴォークス・トレーディング +2 ▲1 +2
調整額 ▲2.9億円 ▲3.0億円 ▲5.9億円
連結営業利益増減 +11.2億円 +6.0億円 +17.1億円


⾹⾟・調味
加⼯⾷品事業


＋9.2


健康⾷品
事業
+5.9


その他
⾷品関連


事業
+1.3


海外⾷品
事業


＋5.5


94


18.3期 19.3期
修正⽬標


外⾷事業
+1.1


調整額
▲5.9


18.3期 19.3期
修正⽬標


88


◆通期事業セグメント別 増減要因（対前年）


163


180


⾹⾟・調味
加⼯⾷品事業


＋1.5


健康⾷品
事業
+3.3


その他
⾷品関連


事業
▲0.9


海外⾷品事業
＋3.0


外⾷事業
+2.1


調整額
▲3.0


19.3期 第2四半期業績報告 19.3期 通期計画


19.3期 営業利益増減分析







事業概要補足
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◇創業理念
⽇本中の家庭が幸福であり、
そこにはいつも温かい家庭の味ハウスがある。


◇グループ理念
⾷を通じて⼈とつながり、
笑顔ある暮らしを共につくる
グッドパートナーをめざします。


◇ハウスの意（こころ）
社是


誠意 創意 熱意 を持とう。
ハウス⼗論
－．⾃分⾃⾝を知ろう
－．謙虚な⾃信と誇りを持とう
－．創意ある仕事こそ尊い
－．ハウスの発展は我々⼀⼈⼀⼈の進歩にある
－．ハウスの⼒は我々⼀⼈⼀⼈の総合⼒である
－．給与とは社会に役⽴つ事によって得られる


報酬である
－．世にあって有⽤な社員たるべし、⼜社たるべし
－．有⽤な社員は事業⽬的遂⾏の為の良き


パートナーである
－．社会にとって有⽤な社である為には利潤が


必要である
－．我々⼀⼈⼀⼈の社に対する広く深い熱意が


ハウスの運命を決める


創業理念


グループ理念 ハウスの意
（こころ）


【グループCSR】
企業市⺠として３つの責任を遂⾏し、


⾷事業を通じて笑顔とつながりを創出する


【グループの⽬指す姿】
「⾷で健康」クオリティ企業への変⾰


中期計画


ハウス食品グループの理念体系と中期計画
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第六次中期計画 環境与件


ハウス⾷品グループの
重要環境与件と
対応の⽅向性


国内市場変化
・成熟市場＋超⾼齢社会


海外市場変化
・海外⾷市場の拡⼤


・⾷品企業の進出加速


⾷品業界の変化
・競合の多様化


資源の変化
・原材料⾼騰＋供給不安


社会課題と企業価値
・SDGs、パリ協定


最先端技術による⽣活変化
・AI、IoTの進化


お客様の⾏動変化
・⾷卓の変化


・健康意識の⾼まり


お客様の接点変化
・購買・情報接点の多様化


雇⽤・労働環境の変化
・⽣産年齢⼈⼝の減少


・働き⽅の多様化


加速、質的変化


加速、質的変化


六次中計での
新規追加与件


五次中計からの
継続与件


五次中計で捉えた与件は継続し、新たに３つの与件を追加
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環境与件過去のレビュー社会における存在意義


社員とその家族
に対して


社会
に対して


お客様
に対して


バリューチェーンの
幹を太くする


Ｒ＆Ｄ機能強化
新規事業創出


海外の成⻑拡⼤と基盤強化


ダイバーシティの実現 循環型モデルの構築


健康⻑寿社会への貢献


３つの責任全てにおいて、「クオリティ企業」への変⾰を⽬指す


第六次中期計画（ 〜第七次中期計画）


ハウス⾷品グループの⽬指す姿


「⾷で健康」クオリティ企業への変⾰
事業視点だけでなく、より幅広い視野から組み⽴てる


国内成熟市場＆海外成⻑市場


第六次中期計画 フレーム
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事業投資に係る指針


（六次中計⽬標） （対五次中計）


売上⾼ 3,100億円 +181億円（106.2％）


営業利益 220億円 +57億円（135.1％）


◆連結⽬標


ATO ROS ROA ROE
（六次中計⽬標） 0.87回 7.1％ 6.2％ 5.4％
（対五次中計） +0.07Pt +1.5Pt +1.5Pt +1.6Pt


◆重点領域
⽣産最適化 300億円
事業投資（CVC含む） 200億円
海外成⻑投資 100億円


◆「⾜し算」を「掛け算」へ
グループ内の体制最適化への投資による
収益基盤強化と新規・海外の成⻑事業に
対する投資に注⼒


株主還元に係る指針


第六次中期計画 連結目標


◆利益配分⽅針
企業結合に伴い発⽣する特別利益や
のれん償却の影響を除く、連結配当性向
30％以上を基準とした安定的な配当を
継続する


◆⾃⼰株式取得
B/Sの質的向上や資⾦需要を鑑みて
機動的に実施
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＜主要製品発売年度＞
バーモントカレー シチューミクス ククレカレー C1000 ウコンの⼒ ⾖腐（⽶国） 百夢多カレー（中国）


1963年発売 1966年発売 1971年発売 1990年発売 2004年発売 1983年発売 2005年発売


事業展開


＜主な事業展開（国内） ＜主な海外展開
1913 薬種化学原料店 浦上商店創業 1981 ⽶国進出
1926 粉末即席カレー 販売開始 1983 ⽶国で⾖腐事業、レストラン事業を開始
1964 ホームデザート 販売開始 1997 中国進出（レストラン）
1966 即席シチュー 販売開始 2000 台湾進出（レストラン）
1970 レトルト製品 販売開始 2005 中国でルウカレーの販売を開始
1973 ラーメン製品 販売開始 2007 韓国進出（レストラン）
1971 東京・⼤阪両証券取引所に上場 2011 タイ進出（機能性飲料）
1977 スナック製品 販売開始 2012 ベトナム進出（ホームデザート）
1983 ミネラルウォーター 販売開始 2016 インドネシア進出（業務⽤ハラルカレー）
1997 健康⾷品市場へ参⼊ 2017 アジアレストラン事業再編（壱番屋主導）
2006 ハウスウェルネスフーズ㈱設⽴
2013 創業100周年、持株会社体制へ移⾏
2015 ㈱壱番屋を連結⼦会社化
2016 ㈱ギャバンを連結⼦会社化
2017 マロニー㈱を連結⼦会社化
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主な秋冬向け新製品・バラエティ製品


※その他、新製品・バラエティ・フレッシュアップ製品有り


◆乳酸菌 新製品・バラエティ


カテゴリー 製品名 希望⼩売価格
（参考価格） 店頭化⽇


ウェルネス
飲料 まもり⾼める乳酸菌Ｌ－１３７ ドリンク 190円 8⽉13⽇


ウェルネス
⾷品 まもり⾼める乳酸菌Ｌ－１３７ パウダースティック 10本⼊


30本⼊
700円


2000円 8⽉13⽇


ウェルネス
飲料 まもり⾼める乳酸菌Ｌ－１３７ ゼリー 190円 9⽉10⽇


ルウ
カレー まもり⾼める乳酸菌Ｌ―１３７ バーモントカレー 中⾟ (230円) 8⽉13⽇


デザート 乳酸菌フルーチェ イチゴ (194円) 8⽉13⽇


袋
ラーメン うまかっちゃん 鶏だしとんこつ（乳酸菌⼊り） 1個


5個
105円
525円 8⽉13⽇


スナック ７０ｇとんがりコーン 塩キャラメル味 (180円) 8⽉13⽇


◆通常新製品
ルウ


カレー
塩分ひかえめ（２５％オフ）
（バーモントカレー中⾟、ジャワカレー中⾟） (230円) 8⽉13⽇


レトルト
カレー


選ばれし⼈気店
（濃厚バターチキンカレー、⽜豚キーマカレー、特製ビーフカリー） (314円) 8⽉13⽇


レトルト
カレー ＣｏＣｏ壱番屋監修 もってこカレー 中⾟ (200円) 8⽉13⽇


デザート わふーちぇ（⿊蜜きなこ、抹茶、あずき） (194円) 8⽉13⽇


即席
シチュー


マグカップシチュー
（クリーム、コーンクリーム、ブラウン） (188円) 8⽉13⽇


ルウ
シチュー グランメゾン・シチュー（クリーム、ビーフ） (250円) 8⽉13⽇


ウェルネス
⾷品 ウコンの⼒ かむタブレ １回分


6回分
(139円)
(796円) 9⽉3⽇


◆通常バラエティ
袋


ラーメン うまかっちゃん 濃厚新味 1個
5個


105円
525円 8⽉6⽇


ルウ
シチュー シチューオンライス カレークリームソース (248円) 8⽉13⽇


レトルト
ハヤシ プロクオリティ ハヤシソース４袋⼊り (478円) 8⽉13⽇
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決算説明会ファクトデータ







2019年3月期第2四半期決算説明会ファクトデータ


1.連結決算業績
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 修正目標


売上高 百万円 231,448 241,893 283,812 291,897 145,766 301,700 
売上原価 百万円 133,293 138,371 159,624 162,497 81,217 －
販売費及び一般管理費 百万円 89,468 92,746 111,875 113,112 55,978 －
営業利益 百万円 8,686 10,775 12,312 16,288 8,572 18,000 
EBITDA　※1 百万円 14,642 18,699 25,235 28,978 14,725 30,400 
経常利益 百万円 10,957 12,152 13,951 17,207 9,423 19,600 
親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 6,971 22,632 8,683 9,353 5,565 11,600 
１株当り当期純利益 円 67.61 220.48 84.53 91.02 54.16 112.89 


ATO（総資本回転率） 回 0.83 0.76 0.81 0.80 － －
ROS（売上高営業利益率） ％ 3.8 4.5 4.3 5.6 5.9 6.0 
ROA（総資本経常利益率） ％ 3.9 3.8 4.0 4.7 － －
ROE（自己資本当期純利益率） ％ 3.3 10.1 3.7 3.8 － －


１株当り配当額 円 30 30 32 38 22 44 
配当性向 ％ 44.4 13.6 37.9 41.7 40.6 39.0 


総資産 百万円 286,149 349,427 353,888 378,864 383,158 －
純資産 百万円 221,456 260,329 266,615 283,719 288,593 －
自己資本 百万円 219,927 228,812 235,246 251,814 256,524 －
自己資本比率 ％ 76.9 65.5 66.5 66.5 67.0 －
１株当り純資産 円 2,140.27 2,231.86 2,289.43 2,450.71 2,496.56 －


営業キャッシュ・フロー 百万円 8,428 12,518 21,298 23,608 6,784 －
投資キャッシュ・フロー 百万円 △ 4,679 △ 8,308 △ 2,169 △ 13,739 △ 5,693 －
財務キャッシュ・フロー 百万円 △ 10,588 △ 3,743 △ 7,388 △ 5,317 △ 2,631 －


※1 EBITDA ＝ 営業利益（のれん償却前） + 減価償却費


（参考）　㈱壱番屋のれん等償却前営業利益
16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 第2四半期 修正目標


営業利益 百万円 12,030 17,330 21,306 11,081 23,018 
ROS（売上高営業利益率） ％ 5.0 6.1 7.3 7.6 7.6 


（参考）　企業結合に伴い発生する特別損益やのれん償却の影響控除後
16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 第2四半期 修正目標


親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 9,635 10,795 12,859 7,275 15,020 
ROE（自己資本当期純利益率） ％ 4.3 4.7 5.3 － －


（参考） 利益配分方針に基づく配当性向
配当性向　※2 ％ 32.0 30.4 30.4 31.1% 30.1%


※2　利益配分方針：企業結合に伴い発生する特別損益やのれん償却の影響を除く連結配当性向３０％以上


当社は、2015年12月に㈱壱番屋の株式を追加取得して連結子会社化したことに伴い、セグメント区分の見直しを行い、
新たに「外食事業」セグメントを追加しております。
これに伴い、「海外事業」を「海外食品事業」へ名称変更し、当事業セグメントに区分しておりましたレストラン事業を
「外食事業」へ移管しております。
また、各セグメント実績をセグメント間取引消去前の数値を記載する方法へ変更しております。
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2.事業セグメント別売上高・営業利益の状況
○売上高


15.3期
通期


香辛・調味加工食品事業 百万円 122,121 
健康食品事業 百万円 36,641 
海外事業 百万円 24,689 
その他食品関連事業 百万円 47,954 
調整額 百万円 42 


（16.3期以降に適用するセグメントベース）
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 修正目標


香辛・調味加工食品事業 百万円 122,680 120,018 132,059 139,937 67,909 143,200 
健康食品事業 百万円 37,212 34,523 33,281 31,599 16,966 32,000 
海外食品事業 百万円 17,797 18,577 20,111 22,855 12,233 26,300 
外食事業 百万円 6,711 18,312 51,375 51,974 25,739 53,100 
その他食品関連事業 百万円 58,613 62,718 62,123 61,024 30,757 62,900 
調整額 百万円 △ 11,565 △ 12,256 △ 15,138 △ 15,492 △ 7,837 △ 15,800 


○営業利益
15.3期
通期


香辛・調味加工食品事業 百万円 6,618 
健康食品事業 百万円 600 
海外事業 百万円 1,088 
その他食品関連事業 百万円 △ 780 
調整額 百万円 1,160 


（16.3期以降に適用するセグメントベース）
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 修正目標


香辛・調味加工食品事業 百万円 6,660 7,924 9,885 12,081 5,539 13,000 
健康食品事業 百万円 717 1,398 1,334 907 1,104 1,500 
海外食品事業 百万円 1,000 1,381 1,681 2,847 1,668 3,400 
外食事業 百万円 △ 72 44 △ 424 △ 406 △ 142 △ 300 
その他食品関連事業 百万円 △ 780 101 719 1,865 1,190 2,000 
調整額 百万円 1,160 △ 73 △ 883 △ 1,008 △ 788 △ 1,600 


（参考）㈱壱番屋のれん等償却前の営業利益
外食事業 百万円 1,299 4,594 4,612 2,367 4,718 


3.エリア別売上高の状況
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


日本 百万円 206,759 215,688 254,188 257,218 127,635 
東アジア 百万円 10,046 11,253 12,114 14,202 7,193 
東南アジア 百万円 2,177 1,896 3,782 5,469 3,123 
米国 百万円 12,061 12,599 13,192 13,977 7,277 
その他 百万円 405 457 536 1,031 538 
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4.事業セグメントの内容＜2018年9月末現在＞
事業セグメント グループ会社名
香辛・調味加工食品事業 ハウス食品


ギャバン／ギャバン スパイスマニュファクチャリング
マロニー
サンハウス食品／サンサプライ
ハウスあいファクトリー
朝岡スパイス


健康食品事業 ハウスウェルネスフーズ
海外食品事業 ハウスフーズホールディングUSA／ハウスフーズアメリカ／


エルブリトーメキシカンフードプロダクト
ハウス食品（中国）投資／上海ハウス食品／大連ハウス食品／
浙江ハウス食品
ハウスフーズベトナム
ハウスオソサファフーズ
ハウス＆ヴォークス インドネシア
台湾ハウス食品


外食事業 壱番屋
イチバンヤＵＳＡ
壱番屋レストラン管理（中国）／ハウスレストラン管理（北京）／
ハウスレストラン管理（広州）
台湾壱番屋／韓国カレーハウス
壱番屋国際香港／壱番屋香港
イチバンヤUK


その他食品関連事業 ヴォークス・トレーディング
デリカシェフ
ハウス物流サービス
ハウス食品分析テクノサービス
ティムフード／ジャワアグリテック


その他 ハウス食品グループ本社／ハウスビジネスパートナーズ


5.セグメント別　主な売上高推移
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 修正目標


香辛・調味加工食品事業
ハウス食品 百万円 124,630 122,172 125,902 129,615 


ルウカレー 百万円 37,275 37,271 38,008 37,051 18,261 36,500 
ルウシチュー 百万円 12,755 13,001 12,583 13,105 4,389 12,900 
ルウハヤシ 百万円 4,196 4,220 4,425 4,307 2,217 4,200 
スパイス 百万円 16,467 16,876 17,827 18,656 9,616 19,400 
レトルトカレー 百万円 12,903 11,561 13,823 15,259 8,078 16,100 
ラーメン 百万円 6,320 6,411 6,318 6,430 3,021 6,600 
スナック 百万円 6,659 5,363 5,523 6,782 3,321 6,600 
デザート 百万円 3,375 3,210 3,138 3,265 1,857 3,500 
業務用 百万円 16,312 16,397 16,838 17,373 8,728 17,700 


健康食品事業
ウコンの力 百万円 12,775 12,141 11,482 10,355 4,312 9,700 
メガシャキ 百万円 2,302 2,259 2,465 2,230 1,111 2,000 
Ｃ１０００ ※1 百万円 13,546 11,845 10,762 10,209 6,008 9,400 
１日分のビタミン ※1 百万円 － 1,981 2,952 3,725 2,607 4,700 


海外食品事業
米国事業 百万円 10,354 10,705 10,926 11,315 5,929 12,000 
中国事業 百万円 3,444 4,049 3,918 5,035 2,860 6,200 
アセアン事業 百万円 1,442 1,081 1,838 2,640 1,513 4,000 


外食事業
壱番屋（連結） 百万円 － 11,411 44,893 49,472 24,801 51,300 


その他食品関連事業
ハウス物流サービス 百万円 23,272 23,000 23,193 21,687 10,254 20,000 
デリカシェフ 百万円 14,782 16,921 16,755 17,035 8,925 17,500 
ｳﾞｫｰｸｽ･ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ※2 百万円 17,978 21,830 21,195 21,473 11,195 24,700 


※1：17.3期より「１日分のビタミン」を「C１０００」ブランドから独立。16.3期は組替え後実績を記載


※2：ｳﾞｫｰｸｽ･ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ社は16年４月１日付で堀江大和屋を吸収合併しており、16.3期実績は堀江大和屋を含む実績
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6.グループ会社数
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


連結子会社数 社 28 34 36 37 37
国内 社 13 14 14 14 14
海外 社 15 20 22 23 23


持分法適用関連会社 社 5 3 4 4 4
国内 社 2 1 2 2 2
海外 社 3 2 2 2 2


7.連結会社数の異動状況（2018年3月末→2018年9月末）
連結子会社 増加（0社） 増加：


減少（0社） 減少：


持分法適用関連会社 増加（0社） 増加：


減少（0社） 減少：


8.主要子会社業績
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


ハウス食品㈱
売上高 百万円 124,630 122,172 125,902 129,615 63,065 
営業利益 百万円 6,774 8,398 9,399 11,059 5,175 


ハウスウェルネスフーズ㈱
売上高 百万円 37,238 34,558 33,281 31,599 16,966 
営業利益 百万円 736 1,403 1,329 909 1,103 


ハウスフーズアメリカ社（連結）
売上高 百万円 12,038 12,437 12,572 12,776 6,654 
営業利益 百万円 805 875 1,153 1,303 600 


㈱壱番屋（連結） ※16.3期通期の数値は、2015年12月～2016年2月の3ヶ月の実績です


売上高 百万円 － 11,411 44,893 49,472 24,801 
営業利益 百万円 － 1,300 4,806 4,713 2,361 


9.従業員数
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


従業員数　※休職者・パートを除く 人 5,416 6,376 6,248 6,273 6,275 


10.設備投資
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 見込み


合計 百万円 9,874 7,260 8,178 10,699 4,922 13,000 
設備投資 百万円 9,588 6,757 7,708 10,215 4,634 12,000 
リース 百万円 286 503 470 484 288 1,000 


11.減価償却費
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 見込み


合計 百万円 6,083 7,277 9,691 9,456 4,627 9,300 
減価償却費 百万円 5,789 6,908 9,345 9,126 4,443 9,000 
支払リース料 百万円 294 369 346 330 184 300 


12.販売費及び一般管理費推移
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


販売費及び一般管理費計 百万円 89,468 92,746 111,875 113,112 55,978 
広告宣伝費 百万円 10,326 9,822 9,869 9,879 4,516 
運送費及び保管費 百万円 6,836 7,248 9,519 9,919 5,115 
販売手数料 百万円 2,441 2,342 2,455 2,480 806 
販売促進費 百万円 30,871 29,741 30,607 31,234 15,966 
人件費 百万円 20,301 21,987 29,278 29,694 14,704 
研究開発費 百万円 3,582 3,510 3,787 3,955 2,015 
のれん償却額 百万円 167 1,016 3,578 3,564 1,710 
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13.営業外損益推移
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


営業外収入計 百万円 2,937 2,177 2,607 2,296 1,325 
受取利息・有価証券利息 百万円 530 478 395 328 152 
受取配当金 百万円 603 609 762 656 360 
持分法による投資利益 百万円 628 584 70 99 24 
為替差益 百万円 820 － 238 － 235 
受取家賃 百万円 0 176 758 762 382 
その他 百万円 356 330 384 451 173 


営業外費用計 百万円 667 801 969 1,376 474 
支払利息 百万円 129 93 87 90 40 
為替差損 百万円 － 174 － 380 -
賃貸費用 百万円 － 148 631 616 307 
その他 百万円 538 385 251 291 127 


14.特別損益推移
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期


特別利益計 百万円 1,543 17,013 2,008 993 504 
固定資産売却益 百万円 195 7 178 13 3 
貸倒引当金戻入額 百万円 1 0 － 0 0 
投資有価証券売却益 百万円 1,311 3,135 147 765 376 
出資金売却益 百万円 18 － － － －
負ののれん発生益 百万円 － － 1,018 57 －
持分変動利益 百万円 3 － － － －
受取補償金 百万円 13 － － － 37 
店舗売却益 百万円 － 19 147 144 84 
段階取得に係る差益 百万円 － 13,851 448 － －
その他 百万円 2 1 70 13 4 


特別損失計 百万円 607 1,062 1,488 1,186 331 
固定資産売却損 百万円 121 0 10 222 5 
固定資産除却損 百万円 141 273 279 19 75 
会員権売却損 百万円 － 2 － － －
投資有価証券売却損 百万円 － － － 0 －
投資有価証券評価損 百万円 4 16 0 5 2 
会員権評価損 百万円 1 3 11 0 －
減損損失 百万円 323 718 1,138 774 241 
災害による損失 百万円 － － － － －
その他 百万円 18 51 50 166 9 


15.為替換算レート
15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 19.3期
通期 通期 通期 通期 第2四半期 見込み


米国 USD 120.55 120.61 116.49 113.00 108.50 108.50 
中国 CNY 19.35 18.36 16.76 17.29 17.01 17.01 
台湾 TWD 3.80 3.66 3.61 3.79 3.66 3.66 
韓国 KRW 0.1098 0.1033 0.0968 0.1062 0.1005 0.1005 
タイ THB 3.70 3.34 3.24 3.45 3.41 3.41 
ベトナム VND 0.00559 0.00545 0.00512 0.00498 0.00476 0.00476 


5







参考１：国内市場規模（ハウス食品調べ）
2014年 2015年 2016年 2017年


ルウカレー 億円 485 519 503 474
ルウシチュー 億円 181 187 180 181
ルウハヤシ 億円 61 65 63 61
レトルトカレー 億円 508 516 539 559
スパイストータル 億円 674 691 703 715


参考２：壱番屋のれん等償却額　償却スケジュール
償却期間 償却額 17.3期 18.3期 19.3期 20.3期 21.3期 22.3期


（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）


のれん等償却額計 － 72,744 5,018 5,018 5,018 5,018 4,164 1,601 
のれん 5年 17,083 3,417 3,417 3,417 3,417 2,562 －
商標権 42年 26,666 635 635 635 635 635 635 
契約関連無形資産 30年 28,995 967 967 967 967 967 967 


※16.3期第４四半期から償却開始
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第一部 【企業情報】


第１ 【企業の概況】


１ 【主要な経営指標等の推移】


回次
第72期


第２四半期
連結累計期間


第73期
第２四半期
連結累計期間


第72期


会計期間
自 2017年４月１日


至 2017年９月30日


自 2018年４月１日


至 2018年９月30日


自 2017年４月１日


至 2018年３月31日


売上高 （百万円） 143,434 145,766 291,897


経常利益 （百万円） 8,010 9,423 17,207


親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益


（百万円） 4,328 5,565 9,353


四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 7,867 7,566 21,547


純資産額 （百万円） 272,453 288,593 283,719


総資産額 （百万円） 363,682 383,158 378,864


１株当たり四半期
（当期）純利益金額


（円） 42.12 54.16 91.02


潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額


（円） － － －


自己資本比率 （％） 66.19 66.95 66.47


営業活動による
キャッシュ・フロー


（百万円） 9,017 6,784 23,608


投資活動による
キャッシュ・フロー


（百万円） △2,456 △5,693 △13,739


財務活動による
キャッシュ・フロー


（百万円） △2,175 △2,631 △5,317


現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高


（百万円） 59,807 58,504 60,202


回次
第72期


第２四半期
連結会計期間


第73期
第２四半期
連結会計期間


会計期間
自 2017年７月１日


至 2017年９月30日


自 2018年７月１日


至 2018年９月30日


１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.11 27.74


(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して


おりません。


２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。


３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ


ん。


４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連


結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間および前連結会計年度に係る主要な経営指標


等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。


２ 【事業の内容】


当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業内容について、重要


な変更はありません。


　また、当第２四半期連結累計期間における主要な関係会社の異動はありません。
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第２ 【事業の状況】


１ 【事業等のリスク】


当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、


投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等


のリスク」についての重要な変更はありません。


　なお、重要事象等は存在しておりません。


２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】


(1) 経営成績の状況


当社グループは、2018年４月からスタートした第六次中期計画において、“「食で健康」クオリティ企業への変


革”をハウス食品グループのめざす姿と位置づけ、企業市民として果たすべき「３つの責任」（お客様に対して、


社員とその家族に対して、社会に対して）の全てにおいて、クオリティ企業への変革に向けた取組を推進しており


ます。


・「３つの責任」重点取組テーマ


お客様に対して
国内成熟市場におけるイノベーションの創出と海外成長市場における事業展開の加速
（バリューチェーン革新、R&D変革、海外事業の成長拡大と事業基盤の強化）


社員とその家族に対
して


ダイバーシティの実現
（働き方変革の実行、多彩な人材の獲得と活躍できる場づくり）


社会に対して
当社グループが考えるCSR(Creating Smiles & Relationships)活動を通じた循環型モデ
ルの構築と健康長寿社会の実現


当第２四半期連結累計期間の売上高は、香辛・調味加工食品事業、海外食品事業の伸長などにより、1,457億66百


万円、前年同期比1.6％の増収となりました。


営業利益は、増収効果や広告宣伝費等のマーケティングコストの減少により、85億72百万円、前年同期比15.0％


の増益となりました。経常利益は94億23百万円、前年同期比17.6％の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は


55億65百万円、前年同期比28.6％の増益となりました。
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セグメント別の業績の概況（セグメント間取引消去前）は、次のとおりであります。


① 香辛・調味加工食品事業


ハウス食品㈱は、「食の外部化」等の影響もありルウカレーが微減収となる一方、レトルトカレーは販売を伸


ばしました。スナックは、前年同期の反動から減収となりましたが、新製品の市場浸透が進んだデザート、およ


びラーメンは前年を上回りました。


また、前第３四半期連結会計期間よりマロニー㈱を連結業績に組み入れたことも売上を押し上げる要因となり


ました。


以上の結果、香辛・調味加工食品事業の売上高は679億９百万円、前年同期比1.5％の増収、営業利益は55億39


百万円、前年同期比16.1％の増益となりました。結果、売上高営業利益率は8.2％となり、前年同期より1.0Pt向


上いたしました。


② 健康食品事業


機能性スパイス事業は、主力ブランド「ウコンの力」がお客様の飲酒シーンが多様化する中で依然厳しい販売


環境が続きました。


ビタミン事業は、「Ｃ１０００」シリーズの瓶飲料が苦戦し前年を下回りましたが、ゼリー飲料が牽引する


「１日分のビタミン」が伸長し、全体では販売を伸ばしました。


また、本年８月より当社グループ独自技術による「まもり高める乳酸菌L-137 」を配合した製品シリーズの販


売を開始しております。


以上の結果、健康食品事業の売上高は169億66百万円、前年同期比0.9％の減収、営業利益はマーケティングコ


ストの効果的運用を徹底したことにより、11億４百万円、前年同期比31.4％の増益となりました。結果、売上高


営業利益率は6.5％となり、前年同期より1.6Pt向上いたしました。


③ 海外食品事業


米国豆腐事業は、アジア系市場の安定成長に加え、米系市場や業務用市場でも着実に拡大いたしましたが、労


務費や物流費の増加影響から増収減益となりました。


中国カレー事業は、特に業務用製品において新規顧客の開拓が奏功したことから販売を伸ばし、増収増益とな


りました。


タイにおける機能性飲料事業は、「C-vitt」がCVS等で好調に推移したことから増収増益となりました。


以上の結果、海外食品事業の売上高は122億33百万円、前年同期比14.0％の増収、営業利益は16億68百万円、前


年同期比17.8％の増益となりました。結果、売上高営業利益率は13.6％となり、前年同期より0.4Pt向上いたしま


した。


④ 外食事業


㈱壱番屋は、売上高は底堅い推移となりましたが、製造コストの上昇や直営店の人件費増などから営業減益と


なりました。直営店とフランチャイズ店を合算した国内店舗の売上状況は、全店ベースで前年同期比1.3％増、既


存店ベースで同1.1％増となりました。なお、当第２四半期連結会計期間末における店舗数は、国内1,303店舗、


海外163店舗となりました。


以上の結果、外食事業の売上高は257億39百万円、前年同期比0.3％の減収、営業利益は㈱壱番屋を連結対象子


会社とした際に発生したのれんや無形固定資産の償却負担から、１億42百万円の損失（前年同期は営業損失39百


万円）となりました。結果、売上高営業利益率は△0.6％となり、前年同期より0.4Pt減少いたしました。
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⑤ その他食品関連事業


運送・倉庫事業を営むハウス物流サービス㈱は、食品企業による共同取組「Ｆ－ＬＩＮＥ」の全国展開を見据


え、事業最適化に向けた取組を進めております。


コンビニエンスストア向けの総菜等製造事業を営む㈱デリカシェフは、開発力強化と生産性改善に注力してお


ります。


農産物・食品等の輸出入および販売を営む㈱ヴォークス・トレーディングは、引き続き高品質原料のソリュー


ション提案の強化に取り組んでおります。


以上の結果、その他食品関連事業の売上高は307億57百万円、前年同期比0.6％の増収、営業利益は11億90百万


円、前年同期比23.2％の増益となりました。結果、売上高営業利益率は3.9％となり、前年同期より0.7Pt向上い


たしました。


(2) 財政状態の分析


当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。


なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四


半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数


値で前連結会計年度との比較・分析を行っております。


総資産は、3,831億58百万円となり、前連結会計年度末に比べて42億94百万円の増加となりました。


流動資産は、現金及び預金や有価証券が減少した一方で、受取手形及び売掛金や商品及び製品が増加したことな


どから、17億72百万円増加の1,430億17百万円となりました。固定資産は、のれん、機械装置及び運搬具が減少した


一方で、投資有価証券および建設仮勘定が増加したことなどから、25億22百万円増加の2,401億40百万円となりまし


た。


負債は945億65百万円となり、前連結会計年度末に比べて5億80百万円の減少となりました。


流動負債は、支払手形及び買掛金が増加した一方で、未払金や未払法人税等が減少したことなどから、13億94百


万円減少の552億54百万円となりました。固定負債は、繰延税金負債が増加したことなどから、8億14百万円増加の


393億11百万円となりました。


純資産は、為替換算調整勘定が減少した一方で、保有する投資有価証券の時価上昇によりその他有価証券評価差


額金が増加したことや、親会社株主に帰属する四半期純利益により利益剰余金が増加したことなどから、前連結会


計年度末に比べて48億74百万円増加の2,885億93百万円となりました。


この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は67.0％（前連結会計年度末は66.5％）、１株当たり純


資産は2,496円56銭（前連結会計年度末は2,450円71銭）となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析


当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は585億4百万円となり、前


連結会計年度末に比べて16億98百万円減少いたしました。


当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。


（営業活動によるキャッシュ・フロー）


当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は67億84百万円（前年同四半期比△22億33百万


円）となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益95億95百万円、減価償却費44億43百万円、売上債権の


増加額33億83百万円によるものであります。


また、前年同四半期に比べての減少は、主に法人税等の支払額の増加（前年同四半期比△15億27百万円）、そ


の他資産の増減額の減少（前年同四半期比△9億63百万円）、その他負債の増減額の減少（前年同四半期比△9億


51百万円）によるものであります。


（投資活動によるキャッシュ・フロー）


当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は56億93百万円（前年同四半期比△32億37百万


円）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出48億58百万円、投資有価証券の取得による支出46


億32百万円、有価証券の取得による支出10億円、有価証券の売却による収入44億円によるものであります。


また、前年同四半期に比べての減少は、主に投資有価証券の取得による支出の増加（前年同四半期比△30億67


百万円）、定期預金の払戻による収入の減少（前年同四半期比△20億88百万円）、有価証券の売却による収入の


減少（前年同四半期比△16億24百万円）、有価証券の取得による支出の減少（前年同四半期比＋21億88百万円）、


連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出の減少（前年同四半期比＋12億66百万円）によるものであ


ります。


（財務活動によるキャッシュ・フロー）


当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は26億31百万円（前年同四半期比△4億56百万


円）となりました。これは主に短期借入金の返済による支出315億7百万円、配当金の支払額20億55百万円、短期


借入れによる収入319億74百万円によるものであります。


また、前年同四半期に比べての減少は、主に短期借入れによる収入の減少（前年同四半期比△12億55百万円）、


非支配株主への配当金の支払額の増加（前年同四半期比△3億32百万円）、配当金の支払額の増加（前年同四半期


比△3億8百万円）、短期借入金の返済による支出の減少（前年同四半期比＋12億47百万円）によるものでありま


す。


決算短信（宝印刷） 2018年10月30日 15時13分 10ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）







― 7 ―


(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題


当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更および新たに生じた


課題はありません。


なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等


（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。


①基本方針の内容


当社は、当社の企業価値の源泉が、当社グループが長年にわたって培ってきた経営資源に存することに鑑み、


特定の者またはグループが当社の総議決権の20％以上の議決権を有する株式を取得することにより、このような


当社グループの企業価値または株主のみなさまの共同の利益が毀損されるおそれが存する場合には、かかる特定


の者またはグループは当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であるとして、法令および


定款によって許容される限度において当社グループの企業価値および株主のみなさまの共同の利益の確保・向上


のための相当措置を講じることを、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針


といたします。


②基本方針実現のための取組


1)基本方針の実現に資する特別な取組


グループ全体としてシナジーを高め、企業価値と収益力を向上させるために、以下の事項の推進・強化に取


り組んでまいります。


（中期計画の概要）


当社グループでは、３年ごとに中期計画を策定し、事業の方向性を明確にしたうえで、具体的行動計画の


策定と実践に取り組んでおります。2018年４月から新たにスタートした第六次中期計画では、“「食で健


康」クオリティ企業への変革”をハウス食品グループのめざす姿と位置づけ、事業面だけではなく、グルー


プ理念のベースとなる (a)お客さまに対して (b)社員とその家族に対して (c)社会に対して の「３つの


責任」の全てにおいて、次のとおりクオリティ企業への変革を進めるための取組を推進しております。


(a)お客さまに対する取組


事業を通じて、「食で健康」をお客さまにお届けすることを責任としております。「国内成熟市場にお


けるイノベーションの創出」と「海外成長市場における事業展開の加速」の２つをテーマに、バリューチ


ェーン革新とＲ＆Ｄ変革に取り組み、自ら新しい価値を創出する力を強化してまいります。


第六次中期計画における、各事業セグメントおよび新規事業の主なテーマは次のとおりです。


セグメント 主なテーマ


香辛・調味加工食品事業 収益構造モデルの変革 ～ルウ事業集中からの脱却～


健康食品事業 経営資源の選択と集中による構造改革と新しい柱の立ち上げ


海外食品事業 「成長加速化」と「収益確保」の両輪を推進し、グループを牽引


外食事業 成長軌道に向けた経営基盤強化と、魅力あふれる企業への進化


その他食品関連事業
食品企業物流プラットフォーム（Ｆ－ＬＩＮＥ）推進、
サラダ・総菜事業を中心とした収益力向上、商社事業の収益基盤強化


新規事業 暗黙知の集積から形式知の獲得へ（涙の出ないタマネギの事業化他）


(b)社員とその家族に対する取組


多様性を受け入れ、活かし、育み、個性を活かした活躍ができるステージの創出に取り組むことを責任


としております。「働き方変革の実行」と「多様な人材の獲得と活躍できる場づくり」の２つの取組を進


め、ダイバーシティの実現をめざしてまいります。
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(c)社会に対する取組


食事業を通じて人と地球の健康に貢献し、持続可能な社会を実現することを責任としております。


当社グループでは、ＣＳＲを「笑顔とつながりをつくり、未来へとつなげる」＝“ Creating Smiles &


Relationships ”ととらえ、ＣＳＲ活動を通じて「循環型モデルの構築」と「健康長寿社会の実現」をめ


ざしてまいります。


（事業投資計画）


第六次中期計画の期間中に、収益基盤強化のためのグループ最適生産体制の投資に300億円、グループ成長


牽引のための海外成長投資に100億円、その他の新規事業投資に200億円の、計600億円の事業投資を計画して


おります。


（コーポレート・ガバナンス）


当社グループは、内部統制システムを、コーポレート・ガバナンス体制の充実と企業理念・経営目標の実


現・達成のための仕組みととらえ、企業価値のさらなる向上と持続的な発展をめざし、グループ経営の視点


でリスクマネジメント、コンプライアンスを含めたガバナンス体制の構築と運用の強化を図っております。


会社機関におきましては、社外取締役を２名体制とし、経営戦略機関に対する監督機能の強化に注力してお


ります。また、社外監査役３名を含む５名の監査役体制で、取締役の職務執行の監査を行っており、常勤監


査役２名は、主要なグループ会社の非常勤監査役を兼務することにより、グループにおける監査役監査の実


効性の確保に努めております。また、社外取締役を委員長とし、委員の半数以上を社外役員で構成する「報


酬等諮問委員会」を設置し、取締役および監査役の報酬決定の手続きに、客観性と透明性を確保しておりま


す。


内部統制システムがグループとして有効に機能するよう、今後も継続的な改善に取り組んでまいります。
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2)基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するた


めの取組


当社は、2007年２月９日開催の当社取締役会において、「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防


衛策）」を導入することを決定し、同年６月27日開催の当社第61期定時株主総会において、株主のみなさまの


ご承認をいただきました。


その後、2010年６月25日開催の当社第64期定時株主総会および2013年６月26日開催の当社第67期定時株主総


会において、一部所要の変更を行ったうえで買収防衛策を継続することをご承認いただいております（以下、


当社第67期定時株主総会においてご承認いただいた買収防衛策を「本プラン」といいます。）。その後、有効


期間満了にあたり、2016年６月28日開催の当社第70期定時株主総会で、基本的内容を維持したまま、本プラン


を継続することについてご承認いただきました。


本プランでは、当社グループの企業価値および株主のみなさまの共同の利益を確保・向上させることを目的


として、当社の株券等の大量取得行為が行われる場合に、大量取得行為を行おうとする者（以下「大量取得


者」といいます。）に対し、〔１〕事前に大量取得行為に関する必要かつ十分な情報の提供を求め、〔２〕大


量取得行為についての情報収集および検討等を行う時間を確保したうえで、〔３〕株主のみなさまへの当社経


営陣の計画や代替案等の提示、および大量取得者との交渉を行っていくための手続を定めております。


大量取得者が、本プランの手続きを遵守しない場合や、大量取得者によって提供された情報から、その大量


取得行為により当社グループの企業価値または株主共同の利益が害されるおそれがあると認められ、新株予約


権の無償割当てなどの対抗措置を発動することが相当であると独立委員会が判断した場合には、独立委員会は


当社取締役会に対して対抗措置の発動を勧告します。


独立委員会からこのような勧告がなされ、対抗措置として新株予約権の無償割当てを実施する場合、当社取


締役会は、その時点における当社以外の全ての株主のみなさまに対して、その保有する株式１株に対し１個の


新株予約権を、無償で割り当てます。この新株予約権には、大量取得者による行使は認められないという行使


条件と、当社が大量取得者以外の者から当社株式の交付と引換えに新株予約権を取得することができるという


内容の取得条項を付すことがあり得るとされており、また、時価より格段に安い価格で行使することが可能と


されています。


大量取得者以外の株主のみなさまがこの新株予約権を行使し、行使価額の払込みをすれば、新株予約権１個


当たり当社株式１株を受け取ることとなり、その一方、大量取得者はこれを行使することができない結果、大


量取得者が保有する当社株式は希釈化されることになります。


また、当社は、大量取得者以外の株主のみなさまからこの新株予約権を取得し、それと引換えに当社普通株


式を交付することがあり、この場合には、大量取得者以外の株主のみなさまは行使価額の払込みをすることな


く、当社普通株式を受け取ることになります。


一方、独立委員会は、対抗措置を発動させることが当社グループの企業価値および株主共同の利益の確保・


向上に望ましいか否かの判断が困難である場合には、株主総会において対抗措置の発動の要否や内容の意思確


認を行うよう、当社取締役会に対して勧告し、また、大量取得者が対抗措置の発動要件に該当しない、もしく


は対抗措置を発動することが相当でないと判断した場合には、対抗措置を発動しないよう、当社取締役会に対


して勧告します。


さらに独立委員会は、対抗措置の発動の是非について判断に至らない場合には、原則30日間を限度として評


価期間を延長することもあります。


これらの独立委員会の勧告や決定は、適切に株主のみなさまに情報開示されるとともに、当社取締役会は、


この独立委員会の勧告を最大限尊重するものとします。


なお、本プランの有効期間は、当社第70期定時株主総会の終結の時から2019年３月期に係る定時株主総会の


終結の時までの約３年間となっております。
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③具体的取組に対する当社取締役会の判断およびその理由


当社グループの中期計画は、当社グループの企業価値・株主共同の利益を持続的に向上させるための具体的方


策として策定されたものであり、また、本プランは、前記②に記載のとおり、その内容において公正性・客観性


が担保される工夫がなされ、かつ、企業価値・株主共同の利益を確保・向上させる目的をもって導入されたもの


であり、当社取締役会としては、いずれも当社の基本方針に沿うものであると判断しております。


※独立委員会委員略歴


独立委員会委員３名の略歴は以下のとおりであります。


砂川 伸幸（いさがわ のぶゆき）


(略 歴)


1966年生まれ


1989年４月 新日本証券株式会社（現みずほ証券株式会社）入社


1995年３月 神戸大学大学院経営学研究科博士課程修了


1995年４月 神戸大学経営学部助手


1998年４月 神戸大学経営学部助教授


1999年４月 神戸大学大学院経営学研究科助教授


2007年４月 神戸大学大学院経営学研究科教授


2016年４月 京都大学経営管理大学院教授（現）


小林 正明（こばやし まさあき）


(略 歴)


1946年生まれ


1970年４月 日本国有鉄道入社


2001年６月 日本貨物鉄道株式会社取締役


2002年６月 同社常務取締役


2004年６月 同社代表取締役専務


2006年６月 同社代表取締役副社長


2007年６月 同社代表取締役社長


2012年６月 同社取締役会長


2013年６月 同社相談役


2015年６月 同社特別顧問（現）


蒲野 宏之（かまの ひろゆき）


(略 歴)


1945年生まれ


1971年４月 外務省入省


1981年４月 弁護士登録


1988年10月 蒲野綜合法律事務所代表弁護士（現）


2009年４月 東京弁護士会副会長


2013年４月 日本弁護士連合会常務理事


2015年６月 当社社外監査役（現）


(5) 研究開発活動


当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は20億15百万円であります。


なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません
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３ 【経営上の重要な契約等】


当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】


１ 【株式等の状況】


(1) 【株式の総数等】


① 【株式の総数】


種類 発行可能株式総数(株)


普通株式 391,500,000


計 391,500,000


② 【発行済株式】


種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年９月30日)


提出日現在
発行数(株)


(2018年11月13日)


上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名


内容


普通株式 102,758,690 102,758,690
東京証券取引所
(市場第１部)


単元株式数は100株で
あります。


計 102,758,690 102,758,690 － －


(2) 【新株予約権等の状況】


① 【ストックオプション制度の内容】


該当事項はありません。


② 【その他の新株予約権等の状況】


該当事項はありません。


(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】


該当事項はありません。


(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】


年月日
発行済株式
総数増減数


(株)


発行済株式
総数残高
(株)


資本金増減額
(百万円)


資本金残高
(百万円)


資本準備金
増減額
(百万円)


資本準備金
残高


(百万円)


2018年９月30日 － 102,758,690 － 9,948 － 23,815
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(5) 【大株主の状況】


2018年９月30日現在


氏名又は名称 住所
所有株式数


(株)


発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)


ハウス興産株式会社 大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５番７号 12,585,616 12.25


株式会社ＨＫＬ 大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５番７号 6,700,000 6.52


株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 3,668,027 3.57


日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）


東京都港区浜松町２丁目１１番３号 3,339,200 3.25


日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）


東京都中央区晴海１丁目８－１１ 3,145,600 3.06


公益財団法人浦上食品・食文化
振興財団


東京都千代田区紀尾井町６－３ 2,900,218 2.82


味の素株式会社 東京都中央区京橋１丁目１５－１ 2,693,543 2.62


ハウス恒心会 大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５番７号 2,242,201 2.18


浦上 節子 東京都新宿区 2,010,569 1.96


日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,844,810 1.80


計 ― 41,129,784 40.03


(注) １.上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。


日本マスタートラスト信託銀行㈱2,638,700株 日本トラスティ・サービス信託銀行㈱1,850,000株


(6) 【議決権の状況】


① 【発行済株式】


2018年９月30日現在


区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容


無議決権株式 － － －


議決権制限株式（自己株式等） － － －


議決権制限株式（その他） － － －


完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）


－ －
普通株式 7,500


完全議決権株式（その他） 普通株式 102,667,600 1,026,676 －


単元未満株式 普通株式 83,590 － 1単元(100株)未満の株式


発行済株式総数 普通株式 102,758,690 － －


総株主の議決権 - － 1,026,676 －


(注) １.「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、「議


決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。


② 【自己株式等】


2018年９月30日現在


所有者の氏名
又は名称


所有者の住所
自己名義
所有株式数


(株)


他人名義
所有株式数


(株)


所有株式数
の合計
(株)


発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)


（自己保有株式）


ハウス食品グループ
本社㈱


大阪府東大阪市御厨栄町
１丁目５番７号


7,500 － 7,500 0.01


計 － 7,500 － 7,500 0.01
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２ 【役員の状況】


該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】


１ 四半期連結財務諸表の作成方法について


当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府


令第64号）に基づいて作成しております。


２ 監査証明について


当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年


９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸


表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】


(1) 【四半期連結貸借対照表】


(単位：百万円)


前連結会計年度
(2018年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)


資産の部


流動資産


現金及び預金 60,630 59,041


受取手形及び売掛金 48,575 51,856


有価証券 8,654 7,668


商品及び製品 10,828 11,494


仕掛品 1,963 1,848


原材料及び貯蔵品 4,740 4,803


その他 6,049 6,444


貸倒引当金 △194 △137


流動資産合計 141,245 143,017


固定資産


有形固定資産


建物及び構築物（純額） 30,211 29,805


機械装置及び運搬具（純額） 12,794 11,973


土地 32,322 32,272


リース資産（純額） 3,554 3,352


建設仮勘定 2,428 4,429


その他（純額） 1,872 1,921


有形固定資産合計 83,182 83,751


無形固定資産


のれん 9,400 7,690


商標権 25,296 24,977


ソフトウエア 1,701 1,502


契約関連無形資産 26,820 26,337


ソフトウエア仮勘定 164 248


その他 1,059 1,013


無形固定資産合計 64,441 61,767


投資その他の資産


投資有価証券 76,841 80,610


長期貸付金 349 340


繰延税金資産 2,008 1,993


長期預金 1,000 1,000


退職給付に係る資産 3,981 4,317


破産更生債権等 712 707


その他 6,009 6,552


貸倒引当金 △903 △897


投資その他の資産合計 89,996 94,623


固定資産合計 237,619 240,140


資産合計 378,864 383,158
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(単位：百万円)


前連結会計年度
(2018年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)


負債の部


流動負債


支払手形及び買掛金 20,877 22,449


電子記録債務 1,465 1,469


短期借入金 5,858 6,361


1年内償還予定の社債 26 26


リース債務 620 585


未払金 16,601 13,828


未払法人税等 4,331 3,674


賞与引当金 409 442


役員賞与引当金 95 51


株主優待引当金 90 93


その他の引当金 15 －


資産除去債務 4 9


その他 6,256 6,267


流動負債合計 56,648 55,254


固定負債


社債 52 39


長期借入金 573 463


リース債務 3,018 2,853


長期未払金 254 217


繰延税金負債 26,570 27,242


役員退職慰労引当金 296 306


債務保証損失引当金 2 2


退職給付に係る負債 1,728 1,753


資産除去債務 843 835


長期預り保証金 4,643 5,043


その他 517 556


固定負債合計 38,496 39,311


負債合計 95,145 94,565


純資産の部


株主資本


資本金 9,948 9,948


資本剰余金 23,107 23,107


利益剰余金 188,258 191,768


自己株式 △17 △20


株主資本合計 221,296 224,804


その他の包括利益累計額


その他有価証券評価差額金 25,614 27,545


繰延ヘッジ損益 △5 39


為替換算調整勘定 1,763 1,033


退職給付に係る調整累計額 3,147 3,103


その他の包括利益累計額合計 30,518 31,720


非支配株主持分 31,905 32,069


純資産合計 283,719 288,593


負債純資産合計 378,864 383,158
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】


【第２四半期連結累計期間】


(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


売上高 143,434 145,766


売上原価 80,039 81,217


売上総利益 63,395 64,549


販売費及び一般管理費 ※1 55,939 ※1 55,978


営業利益 7,456 8,572


営業外収益


受取利息 172 152


受取配当金 350 360


持分法による投資利益 35 24


受取家賃 386 382


為替差益 － 235


その他 100 173


営業外収益合計 1,043 1,325


営業外費用


支払利息 43 40


賃貸費用 317 307


為替差損 74 －


その他 54 127


営業外費用合計 489 474


経常利益 8,010 9,423


特別利益


固定資産売却益 7 3


投資有価証券売却益 － 376


受取補償金 － 37


店舗売却益 90 84


負ののれん発生益 57 －


その他 6 4


特別利益合計 160 504


特別損失


固定資産売却損 0 5


固定資産除却損 63 75


投資有価証券売却損 0 －


投資有価証券評価損 － 2


会員権評価損 0 －


減損損失 362 241


その他 15 9


特別損失合計 440 331


税金等調整前四半期純利益 7,730 9,595


法人税等 2,797 3,291


四半期純利益 4,933 6,305


（内訳）


親会社株主に帰属する四半期純利益 4,328 5,565


非支配株主に帰属する四半期純利益 605 740
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


その他の包括利益


その他有価証券評価差額金 3,270 2,062


繰延ヘッジ損益 △80 43


為替換算調整勘定 △496 △800


退職給付に係る調整額 231 △37


持分法適用会社に対する持分相当額 9 △6


その他の包括利益合計 2,934 1,262


四半期包括利益 7,867 7,566


（内訳）


親会社株主に係る四半期包括利益 7,223 6,767


非支配株主に係る四半期包括利益 644 799


決算短信（宝印刷） 2018年10月30日 15時13分 23ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）







― 20 ―


(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】


(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


営業活動によるキャッシュ・フロー


税金等調整前四半期純利益 7,730 9,595


減価償却費 4,442 4,443


のれん償却額 1,789 1,710


減損損失 362 241


持分法による投資損益（△は益） △35 △24


負ののれん発生益 △57 －


投資有価証券評価損益（△は益） － 2


会員権評価損 0 －


貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △63


役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 10


役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23 △44


株主優待引当金の増減額（△は減少） 3 3


債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △1 △0


その他の引当金の増減額（△は減少） △26 △15


退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 144 △364


受取利息及び受取配当金 △522 △512


支払利息 43 40


為替差損益（△は益） △14 △162


投資有価証券売却損益（△は益） 0 △376


固定資産売却損益（△は益） △7 2


固定資産除却損 63 75


店舗売却損益（△は益） △90 △84


売上債権の増減額（△は増加） △4,025 △3,383


たな卸資産の増減額（△は増加） △1,489 △679


仕入債務の増減額（△は減少） 2,475 1,576


未払賞与の増減額（△は減少） 82 25


その他の資産の増減額（△は増加） 115 △848


その他の負債の増減額（△は減少） 222 △729


小計 11,168 10,438


利息及び配当金の受取額 521 540


利息の支払額 △47 △42


法人税等の支払額 △2,626 △4,153


営業活動によるキャッシュ・フロー 9,017 6,784
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)


投資活動によるキャッシュ・フロー


定期預金の預入による支出 △678 △404


定期預金の払戻による収入 2,443 355


有価証券の取得による支出 △3,188 △1,000


有価証券の売却による収入 6,024 4,400


有形固定資産の取得による支出 △4,582 △4,858


有形固定資産の売却による収入 7 7


店舗売却による収入 298 195


無形固定資産の取得による支出 △250 △427


投資有価証券の取得による支出 △1,565 △4,632


投資有価証券の売却による収入 300 670


会員権の売却による収入 0 －


出資金の回収による収入 － 3


連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出


△1,266 －


子会社の清算による収入 1 －


投資活動によるキャッシュ・フロー △2,456 △5,693


財務活動によるキャッシュ・フロー


短期借入れによる収入 33,230 31,974


短期借入金の返済による支出 △32,754 △31,507


リース債務の返済による支出 △428 △343


長期借入金の返済による支出 △170 △50


社債の償還による支出 － △13


自己株式の取得による支出 △2 △2


子会社の自己株式の取得による支出 △0 －


配当金の支払額 △1,747 △2,055


非支配株主への配当金の支払額 △303 △635


財務活動によるキャッシュ・フロー △2,175 △2,631


現金及び現金同等物に係る換算差額 △173 △157


現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,213 △1,698


現金及び現金同等物の期首残高 55,594 60,202


現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 59,807 ※1 58,504
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【注記事項】


(会計方針の変更)


（在外子会社等の収益および費用の本邦通貨への換算方法の変更）


在外子会社等の収益および費用は、従来、当該在外子会社等の決算日の直物為替相場により円貨に換算してお


りましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。当社グ


ループは海外売上高の拡大・グローバル展開を推進しており、在外子会社等における海外売上高の重要性が今後


さらに増加することが見込まれるため、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を緩和し、在外子会社


等の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるため、在外子会社等の収益および費用を期中平均相場により円


貨に換算する方法が合理的であると判断したためであります。


　なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。


(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)


当第２四半期連結累計期間


(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)


税金費用の計算 　当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理


的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。


　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果とな


る場合には、税金等調整前四半期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した


上で、法定実効税率を使用する方法によっております。


(追加情報)


（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）


「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連


結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負


債の区分に表示しております。


(四半期連結貸借対照表関係)


　１ 保証債務


前連結会計年度
(2018年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
（2018年９月30日）


㈱壱番屋加盟店（金融機関からの借入） 338百万円 330百万円


ヴォークス・クアラルンプール社（為替予約） 13百万円 11百万円


㈱妙高ガーデン（金銭債務） 3百万円 －百万円
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(四半期連結損益計算書関係）


※１ 販売費及び一般管理費の内主要な費目及び金額は、次の通りであります。


前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)


広告宣伝費 4,783百万円 4,516百万円


販売手数料 1,213百万円 806百万円


販売促進費 15,384百万円 15,966百万円


役員賞与引当金繰入額 48百万円 56百万円


役員退職慰労引当金繰入額 -百万円 10百万円


給料手当及び賞与 11,179百万円 11,488百万円


退職給付費用 616百万円 347百万円


貸倒引当金繰入額 △11百万円 △61百万円


株主優待引当金繰入額 47百万円 44百万円


(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)


※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと


おりであります。


前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)


現金及び預金 60,681百万円 59,041百万円


有価証券 6,946百万円 7,668百万円


　計 67,628百万円 66,709百万円


預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △924百万円 △703百万円


譲渡性預金等以外の有価証券 △6,897百万円 △7,502百万円


現金及び現金同等物 59,807百万円 58,504百万円
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(株主資本等関係)


Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）


１．配当金支払額


決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額


(百万円)


１株当たり
配当額(円)


基準日 効力発生日


2017年６月28日
定時株主総会


普通株式 利益剰余金 1,747 17 2017年３月31日 2017年６月29日


２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末


日後となるもの


決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額


(百万円)


１株当たり
配当額(円)


基準日 効力発生日


2017年11月２日
取締役会


普通株式 利益剰余金 1,850 18 2017年９月30日 2017年12月７日


３．株主資本の著しい変動


該当事項はありません。


Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）


１．配当金支払額


決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額


(百万円)


１株当たり
配当額(円)


基準日 効力発生日


2018年６月27日
定時株主総会


普通株式 利益剰余金 2,055 20 2018年３月31日 2018年６月28日


２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末


日後となるもの


決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額


(百万円)


１株当たり
配当額(円)


基準日 効力発生日


2018年11月１日
取締役会


普通株式 利益剰余金 2,261 22 2018年９月30日 2018年12月６日


３．株主資本の著しい変動


該当事項はありません。
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(セグメント情報等)


【セグメント情報】


Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）


１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報


（単位：百万円）


報告セグメント


その他 合計
調整額
(注)１


四半期
連結


財務諸表
計上額
(注)２


香辛・
調味加工
食品事業


健康食品
事業


海外食品
事業


外食事業
その他
食品


関連事業
計


売上高


外部顧客への売上高 64,846 17,024 10,648 25,805 25,085 143,407 － 143,407 27 143,434


セグメント間の内部
売上高又は振替高


2,060 102 80 4 5,491 7,737 － 7,737 △7,737 －


計 66,906 17,127 10,727 25,808 30,576 151,144 － 151,144 △7,710 143,434


セグメント利益又は
損失（△）


4,770 840 1,416 △39 966 7,953 － 7,953 △497 7,456


（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。


(1) 外部顧客への売上高は、主に当社において計上した不動産賃貸収益であります。


(2) セグメント利益又は損失（△）には、事業セグメントに配分していない当社およびハウスビジネスパ


ートナーズ㈱の損益△497百万円、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。


２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。


２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報


(固定資産に係る重要な減損損失)


当第２四半期連結累計期間において、店舗資産および賃貸資産等の収益性の低下に伴う減損損失を、「外食事


業」のセグメントにおいて、362百万円計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）


１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報


（単位：百万円）


報告セグメント


その他 合計
調整額
(注)１


四半期
連結


財務諸表
計上額
(注)２


香辛・
調味加工
食品事業


健康食品
事業


海外食品
事業


外食事業
その他
食品


関連事業
計


売上高


外部顧客への売上高 65,841 16,836 12,186 25,730 25,151 145,745 － 145,745 21 145,766


セグメント間の内部
売上高又は振替高


2,067 130 46 8 5,606 7,858 － 7,858 △7,858 －


計 67,909 16,966 12,233 25,739 30,757 153,603 － 153,603 △7,837 145,766


セグメント利益又は
損失（△）


5,539 1,104 1,668 △142 1,190 9,359 － 9,359 △788 8,572


（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。


(1) 外部顧客への売上高は、主に当社において計上した不動産賃貸収益であります。


(2) セグメント利益又は損失（△）には、事業セグメントに配分していない当社およびハウスビジネスパ


ートナーズ㈱の損益△787百万円、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。


２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。


２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報


(固定資産に係る重要な減損損失)


当第２四半期連結累計期間において、店舗資産および賃貸資産等の収益性の低下に伴う減損損失を、「外食事


業」のセグメントにおいて、241百万円計上しております。


(１株当たり情報)


１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。


項目
前第２四半期連結累計期間


(自 2017年４月１日
至 2017年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)


１株当たり四半期純利益金額 42円12銭 54円16銭


(算定上の基礎)


親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(百万円)


4,328 5,565


普通株主に帰属しない金額(百万円) － －


普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)


4,328 5,565


普通株式の期中平均株式数(千株) 102,753 102,751


(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりま


せん。


(重要な後発事象)


該当事項はありません。
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２ 【その他】


第73期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）中間配当については、2018年11月１日開催の取締役会において、


2018年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決議いたしました。


① 配当金の総額 2,261百万円


② １株当たりの金額 22円


③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2018年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】


該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書


2018年11月８日


ハウス食品グループ本社株式会社


取 締 役 会 御 中


有限責任監査法人トーマツ


指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員


公認会計士 井 上 嘉 之 印


指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員


公認会計士 川 添 健 史 印


当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハウス食品


グループ本社株式会社の2018年4月1日から2019年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年7月1日


から2018年9月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年4月1日から2018年9月30日まで）に係る四半期連結財務


諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書


及び注記について四半期レビューを行った。


四半期連結財務諸表に対する経営者の責任


経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結


財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸


表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。


監査人の責任


当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す


る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準


拠して四半期レビューを行った。


四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質


問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と


認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。


当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。


監査人の結論


当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認


められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハウス食品グループ本社株式会社及び連結子会社の2018年9月30日


現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正


に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。


利害関係


会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。


以 上


(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報


告書提出会社）が別途保管しております。


２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】


【提出書類】 確認書


【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項


【提出先】 関東財務局長


【提出日】 2018年11月13日


【会社名】 ハウス食品グループ本社株式会社


【英訳名】 HOUSE FOODS GROUP INC.


【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 浦 上 博 史


【最高財務責任者の役職氏名】 該当ありません。


【本店の所在の場所】 大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５番７号


【縦覧に供する場所】 ハウス食品グループ本社株式会社 東京本社


(東京都千代田区紀尾井町６番３号)


株式会社東京証券取引所


(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】


　当社代表取締役社長 浦上 博史は、当社の第73期第２四半期(自 2018年７月１日 至 2018年９月30日)の四半期


報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。


　


２ 【特記事項】


　


確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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ハウス食品グループ


2019年３月期 第２四半期事業概要のご報告


ローリエ


シチューやポトフ、カレーなどの煮込み料理
や魚料理、またマリネ・ピクルスのつけ汁に
使うことも多い、清涼感のある香りが特長の
スパイス。別名を月桂樹と言い、ギリシャ神
話に登場したほか、古代ローマのオリンピッ
クでは勝者の冠にも使われていました。現在
ではペパーと並んで広く利用されています。


特集
FEATURE


これが
ハウスの乳酸菌
Ｌ-137！


P5-6


C O N T E N T S


 ハウス食品グループより


株主のみなさまへ


2019年3月期 ［第2四半期］
2 0 1 8 年 4月1日 2 0 1 8 年 9月3 0日


2018年9月30日現在、当社株式を100株以上ご所有の株主さまに
「ハウス食品グループ ファミリーコンサートのご案内」を同封しております。


P1 
株主総会レポート


P2 
株主さま施設見学会を開催いたしました


P3-4 
業績・財務ハイライト


P5-6 
これがハウスの乳酸菌Ｌ-137！


P7-8 
「ハウスウェイ」のご紹介 


～グループ理念の実現をめざして～
P9 


株主のみなさまへのお知らせ
P10 


コーポレートデータ
裏表紙


ハウス食品グループ ファミリーコンサートにご招待
とろ〜りポトフ風シチュー
ローリエ使用メニュー
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株主さまにおかれましては、ハウス食品グループ本社㈱「第72期定時株主総会」にご出席いただき、誠にありがとうございました。
みなさまから頂戴いたしました様々なご質問や貴重なご意見をしっかりと受け止め、今後の企業活動に活かしてまいります。


Ｑ＆Ａ 質疑応答　株主総会での質疑応答の一部をご紹介いたします。


1,300名を超える株主さまにご出席いただ
きました。


10名の株主さまからご質問やご意見を
いただき、代表取締役社長の浦上をはじめ、
各担当取締役よりお答えいたしました。


第六次中期計画の概要などの
事業報告と議案をご説明いたしました。


株主さまの賛成多数により、
全ての議案が承認・可決されました。


ハウス食品グループの企業理念を、
社内でどのように継承しているのか教えてください。


創業から100年を超える歴史を持つハウス食品グループ
が次の100年をめざしていくためには、創業者の想いを
言葉だけでなく一つの形として落とし込む必要がありま
す。また、グループ企業の多様性の尊重とハウス食品 
グループへの求心力のバランスを取ることも必要です。
このようななか、ハウス食品グループの「創業理念」や「グループ理念」、また社是・
社訓である「ハウスの意


こころ


」について記した「The HOUSE WAY BOOK」を発刊し、 
国内外のグループ社員に配付いたしました。これらの活動をはじめ、試行錯誤を 
重ねながらグループとしての理念や価値観の共有に取り組んでおります。


A.


健康食品事業セグメントの
今後の方針について教えてください。


ご愛顧いただいております、主力製品の一
つである「ウコンの力」に注力するとともに、
第六次中期計画では、ハウス食品グループ
の健康戦略素材である「スパイス」「ビタミン」


「乳酸菌」をベースに、それぞれの有用性
やエビデンスをしっかり確認しながら、新た
な健康価値の提供と、事業の柱としての育
成に取り組んでまいります。


A.


株主総会レポート～株主のみなさまとの対話～


P5-6でハウス食品グループの「乳酸菌事業」と「乳酸菌L-137」
について、ご紹介しています。   PICK UP


P7-8でハウス食品グループの「理念・価値観の共有」や
「The HOUSE WAY BOOK」について、ご紹介しています。   PICK UP


Q. Q.


2018年６月27日(水)


リーガロイヤルホテル(大阪)開催


1
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2018年９月８日、千葉研究センターにて「株主さま施設見学会」を 
開催いたしました。1,000名を超える株主さまよりご応募いただき、
抽選の結果、当選された91名のみなさまにご参加いただきました。
当社グループでは、これからも株主のみなさまとのコミュニケーション 
を大切にしてまいります。


2019年春に開催予定の｢ハウス食品グループ ファミリーコンサート｣へ、
株主さまを抽選でご招待いたします。
開催概要を裏表紙にてお知らせしておりますので、ぜひご覧ください。


日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼を申しあげます。2019年 
3月期第2四半期の業況につきまして、ご報告申しあげます。


当期は、当社グループにとって第六次中期計画の初年度にあたり、
事業面だけではなく、企業市民として果たすべき「3つの責任」（お客さま
に対して、社員とその家族に対して、社会に対して）の全てにおいて 
“「食で健康」クオリティ企業への変革”に向けた取組を推進しております。


このようななか、第五次中期計画の3年間に検討を進めてまいりました 
新規事業テーマの一つである「乳酸菌事業」につきまして、当第2四半期
より本格的に事業展開を開始しております。今後は「乳酸菌Ｌ－１３７」
の技術を活用し健康価値を提供していくことで、第六次中期計画の 
大きな柱に育てるべく注力してまいります。なお、詳細を5〜6ページに
てご紹介申しあげておりますので、ぜひご高覧ください。


業績につきましては、当第2四半期では、スパイス等の原材料価格の 
安定にも恵まれた香辛・調味加工食品事業や、事業規模の拡大や収益
基盤の強化が進んだ海外食品事業の貢献により、連結売上高は前年 
同期比1.6%の増収、連結営業利益は前年同期比15.0%の増益となりま
した。


なお、2019年3月期の中間配当金につきましては、前期実績より4円
増配、期初発表予想より2円増額の1株につき
22円としております。また、期末配当金は、 
前期実績および期初発表予想よりそれぞれ2円
増配・増額の1株につき22円を予定しており、
当期の年間配当金は1株につき44円とする予定
です。


株主のみなさまにおかれましては、
引き続きご理解とご支援を賜ります
よう、よろしくお願い申しあげます。


株 主 のみなさまへ


ハウス食品グループ本社株式会社
代表取締役社長


株主さま施設見学会を開催いたしました


涙の出ないタマネギ「スマイル
ボール」の開発秘話や乳酸菌の
ご紹介、また「味覚トレーニング」
をご体験いただきました。


講演会・体験会


メニュー例
● 「まもり高める乳酸菌Ｌ-137  


バーモントカレー」 
● 「グランメゾン・シチュー」
● 「わふーちぇ」
● ㈱デリカシェフ 


のデザート製品


※イメージ


研究員による製品説明に加え、開発
に欠かせない技術や特許のご紹介、
また、カレー粉づくりなどをご体験
いただきました。


館内のご見学


新製品を中心に、グループ各社の
製品を使用したメニューをお楽し
みいただきながら、グループの役員
や研究員とご歓談いただきました。


昼食懇親会


ご体験内容の紹介
研究員の味覚トレーニングの 
なかから、自分の味覚が「甘味・
酸味・苦味・旨味・塩味」のど


れに敏感かを知る「五
味試験」をお楽しみ
いただきました。
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業績・財務ハイライト 検 索ハウス食品グループ  IR


詳しい財務情報はこちら


■第2四半期　■通期
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親会社株主に帰属する
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■第2四半期　■通期
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総資産（億円）/自己資本比率 （%）


＊当期より「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年２月16日）等を適用しているため、2019年３月期（第2四半期）の総資産および自己資本比率につきましては、当該会計基準等適用後の数値です。3
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セグメント別のご報告


◎2019年３月期通期修正目標〈調整（消去）除く〉


売上高 営業利益
香辛・調味加工食品事業  1,432  億円  130.0  億円


健康食品事業  320  億円  15.0  億円


海外食品事業  263  億円  34.0  億円


外食事業  531  億円  ▲ 3.0  億円


その他食品関連事業  629  億円  20.0  億円


売上高 308億円
前年同期比 100.6% 


営業利益 11.9億円
前年同期比 123.2% 


その他
食品関連事業


売上高 170億円
前年同期比 99.1%


営業利益 11.0億円
前年同期比 131.4% 


健康食品事業


海外食品事業
売上高 122億円
前年同期比 114.0% 


営業利益 16.7億円
前年同期比 117.8% 


外食事業
売上高 257億円
前年同期比 99.7% 


営業利益 ▲1.4億円
（前年同期は営業損失0.4億円）


売上高 679億円
前年同期比 101.5% 


営業利益 55.4億円
前年同期比 116.1% 


香辛・調味加工
食品事業


セグメント別
売上高構成比


調整（消去）除く


16.8%


8.0%


20.0%


44.2%


11.0%


●  「食の外部化」等の影響もありルウカレーが微減収となるも、レトルトカ
レーが伸長。スナックは減収となるが、新製品の市場浸透が進んだデ
ザート、ラーメンが前年を上回る。


● 前第３四半期連結会計期間よりマロニー㈱を連結業績に組み入れたこ
とが売上を押し上げる。


香辛・調味加工食品事業


●  「ウコンの力」は、お客さまの飲酒シーンが多様化するなかで依然厳し
い販売環境が続く。「Ｃ１０００」シリーズの瓶飲料が苦戦し前年を下回
るも、ＰＥＴ飲料は猛暑効果もあり増収。また、ゼリー飲料が牽引する


「１日分のビタミン」が伸長し、全体では販売を伸ばす。
● 当社グループ独自技術による「まもり高める乳酸菌Ｌ－１３７」を配合し


た製品シリーズの販売を開始。


健康食品事業


● 米国豆腐事業は、アジア系市場の安定成長に加え、米系市場や業務
用市場で着実に伸長するも、労務費や物流費が増加。


● 中国カレー事業は、特に業務用製品において新規顧客の開拓が奏功し
たことから販売を伸ばす。


● アセアンでは、タイの機能性飲料事業において「C-vitt」が好調に推移。


海外食品事業


● ㈱壱番屋は、価格改定効果やトッピング数増加により客単価の上昇が
客数減を補い、前年並みの売上を確保。


● 利益面では、製造コストの上昇や直営店の人件費増などから営業減
益。また、㈱壱番屋のグループ化に伴うのれんや無形固定資産の償却
負担から営業損失。


外食事業


● 売上面では、ハウス物流サービス㈱が物流コスト上昇のなか、採算 
重視で他社荷を抑えて減収となるも、㈱デリカシェフと㈱ヴォークス・
トレーディングがカバーして微増収を確保。


● 利益面では、㈱ヴォークス・トレーディングの貢献により、セグメント
増益を達成。


その他食品関連事業


4


010_9038401603012.indd   4 2018/11/16   9:53:53







これがハウスの乳酸菌Ｌ-137！


1994年、東南アジアの伝統的な発酵保存食「なれずし」から「乳酸菌L-137
株」が発見されました。ハウスウェルネスフーズ㈱は、この時に「乳酸菌
L-137株」と出会い、研究をスタートさせました。研究を進めていくうちに、菌
の力は加熱することによって、安定化することが分かってきました。さらに最
適な培養条件や加熱処理条件を検討した結果、「まもり高める乳酸菌
L-137」が誕生しました。


誕生の秘密


特集
FEATURE


C O L U M N


すべてのお客さまに
「食で健康」を
ご提供してまいります


　  加熱処理で熱や加工に強く


　  乳酸菌100億個配合


生きている乳酸菌は、加工や保存状態などにより変化しやすいため、
乳酸菌L-137は、加熱処理をして安定化させています。


「まもり高める乳酸菌L-137」シリーズは、
乳酸菌をしっかり100億個配合しています。 L-137は加熱処理をすることで、長期保存や熱、加工に強くなりました。


製品シリーズの
特長


「まもり高める乳酸菌Ｌ-137」は、“食で健康”に向き合い続ける
ハウスがご提供する、みなさまの健康をサポートする乳酸菌です。


こんな方へおすすめ！
□ 自分や家族の健康管理が気になる方
□ 忙しい時期が続く方
□ 季節や気温の変化が気になる方


※「うまかっちゃん」除く
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通販専売商品


これがハウスの乳酸菌Ｌ-137！ いつもの食事から、
家族みんなの健康を支えたい。
ハウスが考える新しい提案です。


ハウス食品グループ独自の研究開発が生んだ「乳酸菌L-137」を
素材として、業務用・家庭用の加工食品など、様々な事業領域
を通じて“すべてのお客さまに「食で健康」をご提供する”ことをめ
ざしております。ハウス食品グループの事業の柱である「スパイス」


「ビタミン」に続く新たな柱とするべく、乳酸菌事業にハウス食品
グループの力を結集し、新しいチャレンジを積み重ねながら、
一つでも多くのお客さまの「うれしい」「ありがとう」をつくりだし
てまいります。


「乳酸菌L-137」は、ハウス食品グループが独自に保有する乳酸
菌素材で、加熱処理により長期保存や熱、加工に強くなっており
ます。この加熱処理による加工適性の高さを活かし、ハウスウェ
ルネスフーズ㈱ではドリンクやゼリーなどに、ハウス食品㈱では
おなじみの「バーモントカレー」や「フルーチェ」などに乳酸菌を配
合した製品をラインナップ豊富に発売いたしました。
かねてより、「乳酸菌L-137」を素材として販売してまいりました
が、店頭でお買い求めいただける
家庭用製品の発売をはじめとして
今後さらに事業領域を拡大し、よ
り多くのお客さまに様々なかたちで


「乳酸菌L-137」をお届けしてまいり
ます。


乳酸菌事業のめざす方向性を
お聞かせください。


Q


乳酸菌事業における
ハウス食品グループの強みと
事業の方針について教えてください。


Q


　  毎日続けて摂るなら
サプリメントもおすすめ！
１日１粒（目安）でしっかりと摂取できます。


製品シリーズのご紹介


いつでも、どんな所でも。


乳酸菌を食事で。


家族の健康を


サポートする。


まもり高める乳酸菌L-137
パウダースティック 〈10本入り〉


食事や飲み物に加えるだけ！
さっと溶けるので、風味を変えずに
ご使用いただけます。
携帯にもおすすめです。


まもり高める
乳酸菌Ｌ-137サプリメント


まもり高める乳酸菌L-137 
ドリンク


さわやかなヨーグルト風味で、
毎日飲めるおいしさです。


まもり高める乳酸菌L-137
ゼリー


食べごたえのある
ヨーグルト風味のゼリーで、
間食や小腹満たしに
ピッタリです。


手軽においしく乳酸菌


いつもの食卓で。
一緒においしく乳酸菌


うまかっちゃん 鶏だしとんこつ（乳酸菌入り）


とんこつに鶏だしを合わせた
やさしい味わいの
うまかっちゃんです。
塩味ひかえめで、だしのうまみを
味わえます。


Ｐ９でハウスの公式通販「ハウスダイレクト」について、ご紹介しています。


● 1本に乳酸菌100億個


● 1本に乳酸菌100億個


● 1袋に乳酸菌100億個


まもり高める乳酸菌L-137　バーモントカレー


「まもり高める乳酸菌L-137」が
入った、家族みんなの元気を
応援するバーモントカレーです。
● 1皿分に乳酸菌100億個


● 1粒に乳酸菌100億個


食物繊維とイチゴ果肉が入った、
すっきりしたおいしさのフルーチェです。
乳酸菌フルーチェ　イチゴ
● 1人分に乳酸菌100億個


コクのある
キャラメル風味と
ほんのり塩味の
とんがりコーンです。
とんがりコーン スイート
塩キャラメル味
● 1箱に乳酸菌100億個


ハウス食品グループ本社株式会社
専務取締役
ハウスウェルネスフーズ株式会社
代表取締役社長


広浦 康勝


【一部地区発売】
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「ハウスウェイ」のご紹介
〜グループ理念の実現をめざして〜


グループ理念


食を通じて人とつながり、笑顔ある暮らしを共につくる
グッドパートナーをめざします。


創業理念


日本中の家庭が幸福であり、
そこにはいつも温かい家庭の味ハウスがある。


〜幸せな家庭のマーク〜


ハウスの意
こころ


誠意　創意　熱意　を持とう。
一、 自分自身を知ろう
一、 謙虚な自信と誇りを持とう
一、 創意ある仕事こそ尊い
一、 ハウスの発展は我々一人一人の進歩にある
一、 ハウスの力は我々一人一人の総合力である
一、 給与とは社会に役立つ事によって得られる報酬である
一、 世にあって有用な社員たるべし、又社たるべし
一、 有用な社員は事業目的遂行の為の良きパートナーである
一、 社会にとって有用な社である為には利潤が必要である
一、 我々一人一人の社に対する広く深い熱意がハウスの運命を決める


ハウス
十論


社是


創業理念


グループ理念 ハウスの意
こころ


グループ理念体系


グループ


F   CUS


グループ理念について


現在、ハウス食品グループでは、グローバル展開や、
ビジネスモデル・文化の異なる企業のグループ化、雇
用の多様化など、グループのダイバーシティが広がっ
ております。このような変化のなかで、「変えてはな 
らないもの」と「変えなければならないもの」を見極
め、グループ理念をより浸透し、体内化する必要があります。


社員一人一人が、グループの普遍的な理念や想いを理解し、「ハウスのひと」としてどう
判断し、どう行動すべきかを考えるために「ハウスウェイ」という道


みちしるべ


標を示し、グループ社員
同士で話し合い、答えを見つけていくことで、グループ理念の実現をめざしてまいります。


当社は、2013年の創業100周年を節目に持株会社体制へ移行し、ハウス食品グループと
して新たなスタートを切ると共に「グループ理念」を制定いたしました。


この「グループ理念」は、ハウス食品グループが果たすべき“３つの責任”を念頭に制定して
おります。食を通じて、すべてのステークホルダーと共に笑顔ある暮らしをつくりたい、お客
さまの笑顔を、社員とその家族の笑顔を、そして笑顔あふれる社会を共につくるグッドパー
トナーでありたい、との想いを込めており、グループのめざすべき姿を表現しております。


同時に、ハウス食品の「創業理念」とこの「グループ理念」、さらにグループ社員としての 
心構えである「ハウスの意


こころ


」の３つからなる「グループ理念体系」を、グループ共通の価値観
として浸透を図っております。


ハウスウェイとは
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※｢The HOUSE WAY BOOK｣｢The HOUSE WAY NOTEBOOK｣共に、ハウス食品グループ社員以外への配付はいたしておりません。


中国事業会社での講習会の様子


● 「ハウスウェイ」を体現した先人達の 
エピソードを１冊にまとめたノート。


● 社員それぞれが思ったことや 
感じたことを書き込めるツールとして 
活用しております。


The HOUSE WAY NOTEBOOK
日本語版・中国語（簡体字）版


● ハウスの普遍的な理念や、創業者の 
想いなどを１冊にまとめた本。


● 世界中のハウス食品グループの 
社員と内容を共有しております。


The HOUSE WAY BOOK
日本語版･英語版･中国語(簡体字･繁体字)版


ハウスウェイ活動のサポートツール


2018年３月に、中国において「ハウスウェイ」
を体現した歴代社員のエピソードを掲載した、
中国語版「The HOUSE WAY NOTEBOOK」
を発刊いたしました。さらに、マレーシアでは、
マレー語版の「The HOUSE WAY BOOK」を、
独自の企画として発刊しております。


また、ハウス食品グループ本社㈱の浦上社
長によるハウスウェイ講習会を中国で開催し、
国内外のグループ会社が一体となって「ハウス
ウェイ活動」に取り組んでおります。


ハウスウェイ活動をより組織的な活動にしていくため、マネージャー向
けにワークショップを開催しております。「経験談を対話、共有しながらハ
ウスウェイとのつながりを発見する」こと
をテーマに実施しており、ハウスウェイ活
動推進の意義を体感します。


そして、毎年創業記念月の11月をハウ
スウェイ推進月間と定め、各職場でマネー
ジャーを中心に「ハウスウェイ活動」を実施
し、社員全員がハウスウェイに触れて、考え
るきっかけづくりに取り組んでおります。 マネージャー向けワークショップの様子


ハウスウェイと自分たちの行動について考え続ける、オープンマインド＆主体性を重視したハウスウェイ活動を推進しております。


ハウスウェイ活動のご紹介
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写真は、2018年12月上旬に贈呈した株主優待製品です。


6月・12月の年2回、半年以上継続して単元株（100株）以上の株式を保有の株主
さまを対象に、当社グループの製品詰合せを「株主優待」として贈呈しております。


株主優待のご案内


株主のみなさまへのお知らせ


贈呈いたしました「マロニー100」は、グループ会社マロニー㈱の主力製品の一つです。
マロニー㈱のホームページでは、製品特長やレシピなどをご紹介しておりますので、ぜひご覧ください。


新製品・CM・レシピ情報をはじめ、
LINE限定キャンペーンなど
おいしく楽しい情報をお届けします。
ぜひお友だちになって
くださいね。▲登録画面


https://housefoods-group.com/
newsrelease/index.html


ニュースリリース
URL


ホームページやSNSで最新情報をお届けしています
ハウス食品グループLINE
公式アカウントのご案内


ニュースリリースのご案内


ニュースリリース
掲載通知の


メールサービスに
ご登録いただけ


ます。


ＬＩＮＥ ＱＲコード


100株〜200株未満
保有


1,000円相当の詰合せ


200株〜1,000株未満
保有


2,000円相当の詰合せ


1,000株以上
保有


3,000円相当の詰合せ


https://www.malony.co.jp/ 検 索マロニー株式会社


（取り扱い製品例）


店頭では手に入りにくいハウス食品グループの製品
や健康食品、サプリメント、飲料などハウス食品 
グループのバラエティ豊かで安全・安心な製品を通
信販売にてお買い求めいただけます。


ご注文方法は、インターネット・お電話・FAX・専用のご注文ハガキのいずれかから、お選びいただけます。


ハウスの公式通販


ハウスダイレクトのご紹介


https://www.house-direct.jp/ 検 索ハウスダイレクト


どのような製品を取り扱っていますか？


A.
Q.


食品・ドリンク 介護食（ケアフード）サプリメント
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法令に定められたとおり、支払調書には株主さ
まのマイナンバーを記載し、税務署へ提出いた
します。


主な支払調書
* 配当金に関する支払調書
* 単元未満株式の買収請求など 


株式の譲渡取引に関する支払調書


●	証券口座にて株式を管理されている株主さま
 お取引の証券会社までお問い合せください。


●	証券会社とのお取引がない株主さま
 下記のフリーダイヤルまでお問い合せください。


	 三井住友信託銀行　証券代行部
	 	0120-782-031


市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお手続きで必要となります。
このため、株主さまから、お取引の証券会社等へマイナンバーをお届出いただく必要がござい
ます。2015年12月以前より証券会社等とお取引されている株主さまは、2019年1月以降の最
初に売却代金や配当金の支払いを受ける時までにマイナンバーのお届出をお願いいたします。


株式関係業務における	
マイナンバーの利用


マイナンバーのお届出に関する	
お問い合せ先


株式に関するお手続きのお問い合せ先
口座の種類


お手続き内容 証券会社の口座に記録された株式 特別口座に記録された株式※


住所変更、単元未満株式買取請求、配当金の
受領方法・振込先のご変更などの各種手続


口座を開設されている
証券会社


三井住友信託銀行
証券代行部
	0120-782-031


郵送物の発送と返戻に関するご照会
三井住友信託銀行


証券代行部
	0120-782-031


支払期間経過後の配当金に関するご照会


株式事務に関する一般的なお問い合せ


※ 株券電子化実施（2009年1月5日）に際し、証券会社等に口座を開設し、証券保管振替機構（ほふり）に株券を預託されなかっ
た株主さまのお名前、ご住所などのデータは、当社が三井住友信託銀行に開設した「特別口座」に記録されております。


株式に関するその他のお問い合せ先


株式に関する「マイナンバー」制度のご案内


ハウス食品グループ本社株式会社　総務部　電話06-6788-1214　
受付時間  平日9時~17時
　　　　  （夏期休暇・年末年始休暇および創業記念日（11月11日）を除く）


会社概要 （2018年9月30日現在）


創業年月日 1913年11月11日
設立年月日 1947年 6 月 7 日
資 本 金 9,948,323,523円
事 業 内 容 グループ戦略立案、


事業会社（国内・海外）への
経営サポートならびに
国際事業統括


従 業 員 数 305名（連結：6,275名）
所 在 地


大阪本社 〒577-8520
大阪府東大阪市御厨栄町
一丁目5番7号


東京本社 〒102-8560 
東京都千代田区紀尾井町
6番3号


代表取締役社長 浦 上 博 史
代表取締役専務 松 本 惠 司
専 務 取 締 役 広 浦 康 勝


（ハウスウェルネスフーズ株式会社 代表取締役社長兼務）


専 務 取 締 役 工 東 正 彦
（ハウス食品株式会社 代表取締役社長兼務）


取 締 役 藤 井 豊 明
取 締 役 小 池 　 章
取 締 役 大 澤 善 行
取 締 役 宮 奥 美 行
取 締 役（社外） 山 本 邦 克
取 締 役（社外） 西 藤 久 三
監 査 役 加 藤 　 浩
監 査 役 田 口 昌 男
監 査 役（社外） 蒲 野 宏 之
監 査 役（社外） 藤 井 順 輔
監 査 役（社外） 岩 本 　 保


役員 （2018年9月30日現在）


事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日
中 間 配 当 制 度 あり
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関


三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号


株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所


三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
大阪市中央区北浜四丁目5番33号


郵便物送付先および
お 問 い 合 せ 先


〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　0120-782-031


公 告 の 方 法 電子公告により、当社ホームページ 
https://housefoods-group.com に
掲載して行います。
ただし、電子公告を行えない事由が生じた
ときは、日本経済新聞に掲載いたします。


上場証券取引所 東京
証 券 コ ー ド 2810


株主メモ
発行済株式総数 102,758,690株
発行可能株式総数 391,500,000株
株 主 総 数 63,363名
1単元の株式数 100株


株式の状況 （2018年9月30日現在）


コーポレートデータ
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〒577-8520  
大阪府東大阪市御厨栄町一丁目5番7号


https://housefoods-group.com


名作！アニメ・コンチェルト
〜映像を観ながら生オーケストラを楽しむ〜公演名 開催日 ご招待人数


大阪公演 2019年4月  7日（日） 100組（200名さま）
東京公演 2019年4月14日（日） 100組（200名さま）
熊本公演 2019年4月21日（日） 50組（100名さま）
仙台公演 2019年5月26日（日） 50組（100名さま）


福島郡山公演 2019年6月  2日（日） 50組（100名さま）


ハウス食品グループでは「食でつなぐ、人と笑顔を。」というメッセージを掲げ、
笑顔ある暮らしを共につくるグッドパートナーをめざし、さまざまな活動を行っております。
お子さまの健やかな成長を「音楽」を通してサポートしたい。
ご家族で過ごす時間を豊かで思い出深いものにしたい。
そんな想いを込めて開催する「ハウス食品グループ ファミリーコンサート」へ、
株主さまをご招待いたします。詳細につきましては、
対象の株主さまに「ハウス食品グループ ファミリーコンサートのご案内」を
同封しておりますので、ご確認ください。


抽選で合計350組（700名さま）の
株主さまをご招待いたします。


※詳細・応募方法につきましては「ハウス食品グループ  ファミリーコンサートのご案内」をご覧ください。


※ 2018年9月30日現在、当社株式100株以
上ご所有の株主さまを対象といたします。


プログラム


第1部


オーケストラ・アカデミー
〜クラシックの名曲を気軽に楽しく〜


※誠におそれいりますが、4歳未満のお子さまのご入場はご遠慮いただきますよう、お願い申しあげます。
※やむを得ない事情により、演奏曲目等が変更となる場合がございます。ご注意事項


ハウス食品グループ ファミリーコンサートにご招待 


第2部


組曲「展覧会の絵」より 


プロムナード


「シンコペーテッド・クロック」


四季より「春」第1楽章


パガニーニ：ヴァイオリン協奏曲
第2番ロ短調第3楽章 


「ラ・カンパネラ」


「威風堂々」第1番


アンディ・パンダ「アンディ交響楽団」


歌劇「ザンパ」序曲


ミッキーマウス「ミッキーの青春手帳」


「ハンガリー舞曲」より


トムとジェリー「ワルツの王様」


「皇帝円舞曲」 
「美しく青きドナウ」ほか


※本公演はウォルト・ディズニー社、ワーナー・
ブラザース社とは一切関係ありません。


©上野隆文


［ 証券コード：2810 ]
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